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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」 
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一
般
質
問 

　
本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

２
人
の
方
か
ら
次
の
２
項
目
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。 

質
問
者
及
び
内
容
 

☆
西
村
良
子
議
員 

○
防
災
対
策
に
つ
い
て 

☆
田
中
敏
雄
議
員 

○
高
齢
者
福
祉
に
関
わ
る
高
齢
者

　
の
移
動
手
段
に
つ
い
て 

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　
議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
４
）
に
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。 

阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

　
こ
れ
は
、
萩
市
消
防
本
部
の
は

し
ご
車
の
更
新
に
係
る
萩
市
へ
の

委
託
料
の
増
額
分
及
び
宇
田
郷
地

区
消
防
器
庫
整
備
事
業
に
係
る
過

疎
債
を
充
当
す
る
た
め
に
は
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
に
掲
載
す
る

必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
追
加
す
る

も
の
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
報
告
（
阿
武
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
） 

　
平
成
２１
年
度
分
の
国
民
健
康
保

険
税
の
第
１
期
の
納
期
が
６
月
１

日
か
ら
始
ま
り
、
５
月
３１
日
ま
で

に
税
率
を
条
例
に
定
め
る
必
要
が

あ
り
、
５
月
２９
日
付
け
で
阿
武
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
の
専
決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
被
保
険
者
一
人
あ
た
り

の
平
均
税
額
は
、
前
年
度
据
え
置

き
と
し
て
い
ま
す
。 

専
決
処
分
の
報
告
（
平
成
２１
年
度

阿
武
町
一
般
会
計
補
正
予
算
〔
第

１
回
〕） 

　
平
成
２０
年
度
の
国
保
事
業
（
直

診
勘
定
）
特
別
会
計
で
、
出
納
閉

鎖
後
に
不
足
額
が
発
生
す
る
こ

と
が
判
明
し
、
こ
れ
の
補
填
の
た

め
、
平
成
２１
年
度
の
同
特
別
会
計

に
繰
上
充
用
金
の
補
正
計
上
を
、

５
月
２９
日
付
け
で
専
決
処
分
し
、

こ
れ
に
伴
い
、
そ
の
財
源
と
し
て

平
成
２１
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
か

ら
平
成
２０
年
度
へ
の
繰
上
充
用
金

を
計
上
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を

同
日
付
で
専
決
処
分
を
行
っ
た
も

の
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

専
決
処
分
の
報
告
（
平
成
２１
年
度

阿
武
町
国
民
健
康
保
険
事
業
〔
事

業
勘
定
〕
特
別
会
計
補
正
予
算

〔
第
１
回
〕） 

専
決
処
分
の
報
告
（
平
成
２１
年
度

阿
武
町
国
民
健
康
保
険
事
業
〔
直

診
勘
定
〕
特
別
会
計
補
正
予
算

〔
第
１
回
〕）　 

　
平
成
２０
年
度
の
国
保
事
業
（
事

業
勘
定
）
特
別
会
計
及
び
（
直
診

勘
定
）
特
別
会
計
で
、
出
納
閉
鎖

後
に
不
足
額
が
発
生
す
る
こ
と
が

判
明
し
、
こ
れ
の
補
填
の
た
め
、

平
成
２１
年
度
の
同
特
別
会
計
に
繰

上
充
用
金
の
補
正
計
上
を
、
５
月

２９
日
付
け
で
専
決
処
分
を
行
っ
た

も
の
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
報
告
（
平
成
２１
年
度

阿
武
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算〔
第
１
回
〕） 

　
平
成
２０
年
度
の
老
人
保
健
医
療

事
業
特
別
会
計
で
、
出
納
閉
鎖
後

に
不
足
額
が
発
生
す
る
こ
と
が
判

明
し
、
こ
れ
の
補
填
の
た
め
、
平

成
２１
年
度
の
同
特
別
会
計
に
繰
上

充
用
金
の
補
正
計
上
を
、
５
月
２９

日
付
け
で
専
決
処
分
を
行
っ
た
も

の
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

    

             

平
成
２１
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
回
） 

　
今
回
の
補
正
額
は
、
２
０
３
６

万
４
０
０
０
円
の
減
額
で
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

２８
億
８
７
２
９
万
４
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、

全
体
に
わ
た
り
、
６
月
の
期
末
・

勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
の
削
減
に

係
る
減
額
並
び
に
人
事
異
動
な
ど

に
よ
る
人
件
費
の
調
整
を
計
上
し

て
い
ま
す
。 

　
総
務
費
で
は
、
財
産
管
理
費
で

地
積
調
査
の
成
果
修
正
業
務
の
手

数
料
２１
万
６
０
０
０
円
及
び
戸
籍

住
民
基
本
台
帳
費
で
、
県
か
ら
の

事
務
委
託
に
よ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
の

申
請
受
付
・
交
付
業
務
の
た
め
の

機
器
購
入
費
等
で
８０
万
５
０
０
０

円
を
新
規
計
上
す
る
一
方
で
、
人 

　
平
成
２１
年
第
３
回
議
会
定
例
会
が
、
６
月
２４
日
か
ら
２９
日
ま
で
の

会
期
６
日
間
開
か
れ
、
提
出
議
案
１１
件
、
発
議
１
件
、
所
管
事
務
調

査
１
件
、
そ
し
て
全
員
協
議
会
で
の
報
告
２
件
が
い
ず
れ
も
慎
重
に

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

改良が進む「町道元浦平原線」 

一般会計2,036万円を減額 
予算総額は28億8,729万円に 
一般会計2,036万円を減額 
予算総額は28億8,729万円に 
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件
費
の
調
整
等
で
１
０
９
５
万
６

０
０
０
円
を
減
額
し
、
差
引
合
計

で
９
９
３
万
５
０
０
０
円
の
減
額

で
す
。 

　
商
工
費
で
は
商
工
政
策
費
で
消

費
生
活
相
談
員
な
ど
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
事
業
及
び
消
費
者
行
政
活
性
化

オ
リ
ジ
ナ
ル
事
業
と
し
て
１０
万
１

０
０
０
円
の
新
規
計
上
、
ま
た
、

観
光
費
で
は
新
規
購
入
の
サ
ン
ド

ク
リ
ー
ナ
ー
の
格
納
庫
と
し
て
一

部
残
し
た
旧
清
ヶ
浜
老
人
ホ
ー
ム

の
建
物
へ
の
出
入
り
口
の
改
修
工

事
費
８２
万
８
０
０
０
円
を
新
規
計

上
し
て
い
ま
す
。 

　
土
木
費
で
は
過
疎
対
策
道
路
事

業
費
で
町
道
汐
入
野
地
線
の
Ｊ
Ｒ

跨
線
橋
の
移
設
費
５
０
０
０
万
円

を
Ｊ
Ｒ
へ
の
移
設
委
託
料
か
ら
補

償
費
に
節
の
組
み
替
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
教
育
費
で
は
、
豊
か
な
体
験
活

動
推
進
事
業
費
７６
万
８
０
０
０
円

を
新
規
計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
歳
入
で
は
、
県
支
出
金
で
管
外

保
育
に
伴
う
児
童
福
祉
費
負
担
金

３
万
１
０
０
０
円
の
増
額
、
海
浜

清
掃
経
費
に
係
る
山
口
県
水
産
資

源
管
理
総
合
対
策
事
業
費
補
助
金

１７
万
円
の
新
規
計
上
。
消
費
者
行

政
活
性
化
基
金
事
業
交
付
金
１０
万

１
０
０
０
円
の
新
規
計
上
、
さ
ら

に
、
県
の
委
託
事
業
と
し
て
豊
か

な
体
験
活
動
推
進
事
業
費
委
託

金
７６
万
８
０
０
０
円
の
新
規
計
上

で
、
合
計
１
０
７
万
円
の
増
額
で

す
。 

　
繰
越
金
で
は
今
回
の
補
正
に
係

る
財
源
調
整
と
し
て
２
１
５
５
万

７
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。 

    

　 
         

５
つ
の
特
別
会
計
を
補
正
 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
回
） 

　
人
件
費
な
ど
の
調
整
の
み
で
１３

万
１
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
回
） 

　
人
件
費
関
係
の
調
整
の
み
で
２７

万
２
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

回
） 

　
人
件
費
関
係
の
調
整
の
み
で
３

万
１
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
） 

　
町
内
の
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
６
カ
所
の
施
設
、
機
器
な
ど
の

現
状
点
検
及
び
今
後
の
更
新
に
係

る
最
適
構
想
を
策
定
す
る
た
め
の

低
コ
ス
ト
型
農
業
集
落
排
水
施
設

計
画
策
定
費
１
６
１
０
万
円
の
新

規
計
上
で
す
。 

■
平
成
２０
年
度
阿
武
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て 

　
こ
れ
は
、
去
る
３
月
議
会
定
例

会
で
議
決
さ
れ
た
繰
越
明
許
費
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
法
施
行
令
の

規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

　
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
次
の
８

件
の
概
要
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負
業
者

名
） 

◆
平
成
２１
年
度
（
平
成
２０
年
度
繰

越
）
道
の
駅
阿
武
町
太
陽
光
発
電

施
設
設
置
工
事
・
第
２
期
工
事 

（
３
５
７
万
円
・
㈱
中
電
工
）  

◆
平
成
２１
年
度
（
平
成
２０
年
度
繰

越
）
奈
古
漁
港（
宇
久
漁
港
海
岸
）

海
岸
護
岸
整
備
工
事
（
５
８
８
万

円
・
小
田
建
設
㈱
）  

◆
平
成
２１
年
度
町
道
岩
坪
八
保
線

道
路
改
良
工
事
・
第
１
工
区
（
３

６
３
３
万
円
・
㈲
中
野
建
設
） 

◆
平
成
２１
年
度
町
道
元
浦
平
原
線

道
路
改
良
工
事
（
６
８
２
万
５
０

０
０
円
・
阿
武
建
設
㈱
） 

◆（
平
成
２０
年
度
繰
越
）サ
ン
ド
ク

リ
ー
ナ
ー
購
入（
６
８
２
万
４
９

７
６
円
・
東
興
産
業
㈱
） 

◆（
平
成
２０
年
度
繰
越
）サ
ン
ド
ク

リ
ー
ナ
ー
け
ん
引
用
ト
ラ
ク
タ
ー

購
入（
４
０
５
万
７
９
５
円
・
ヤ

ン
マ
ー
農
機
販
売
㈱
） 

◆（
平
成
２０
年
度
繰
越
）小
型
除
雪

自
動
車
購
入（
２
７
７
万
円
・
日

産
プ
リ
ン
ス
山
口
販
売
㈱
萩
店
） 

◆
大
型
ご
み
収
集
用
ト
ラ
ッ
ク
購

入
（
４
４
８
万
７
３
１
０
円
・
三

菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
バ
ス
㈱
中
国

ふ
そ
う
萩
支
店
） 

町道岩坪八保線・元浦平原線 
　　　　　　　　道路改良工事契約を締結 
サンドクリーナー（けん引式・自走式）を購入 

平成２１年第３回議会定例会   ６月２４日～２９日 

町道岩坪八保線・元浦平原線 
　　　　　　　　道路改良工事契約を締結 
サンドクリーナー（けん引式・自走式）を購入 

平成２１年第３回議会定例会   ６月２４日～２９日 

町道岩坪八保線 

トラクターけん引式サンドクリーナー 

こ
　
せ
ん
き
よ
う 
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問
　
６
月
１
日
現
在
高
齢
者

の
世
帯
は
１
１
１
４
世
帯
で

阿
武
町
全
世
帯
の
７１
・
９
％

に
６５
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が

い
る
現
状
で
す
。
福
賀
地
区

を
例
に
具
体
的
に
い
う
と
、た

と
え
ば
バ
ス
を
利
用
し
て
奈

古
に
行
く
に
は
、
バ
ス
停
ま

で
遠
い
人
は
約
４
ｋｍ
も
あ
り
、

運
転
出
来
な
い
高
齢
者
に
は

大
変
苦
痛
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
福
賀
地
区
に
と
ど

ま
ら
ず
奈
古
、
宇
田
郷
地
区

に
お
い
て
も
乗
車
す
る
と
こ

ろ
ま
で
は
同
様
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
益

々
進
展
す
る
中
、
今
年
度
よ

り
自
治
会
制
度
も
ス
タ
ー
ト

し
、
今
ま
で
以
上
に
自
分
た

ち
の
所
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
っ
た
意
識
が
高
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
移
動
手
段

に
つ
い
て
、
法
的
な
規
制
そ

の
他
、
種
々
、
困
難
な
問
題

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
中
村
町
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
町

民
参
加
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
取
り
組
ま

れ
る
考
え
は
？
 

町
長
 
住
民
の
足
の
確
保
は

大
変
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

高
齢
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど

医
療
や
日
常
生
活
へ
の
公
共

交
通
形
態
は
必
要
性
を
増

し
、
今
ま
さ
に
大
き
な
分
岐

点
が
訪
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
生
活
環
境
対
策
と

し
て
高
齢
化
が
進
む
中
で
の

通
院
、
買
い
物
な
ど
の
足
の

確
保
は
重
要
課
題
で
あ
り
、

現
行
バ
ス
路
線
の
維
持
を
行

う
と
と
も
に
奈
古
、
福
賀
間

の
足
の
確
保
や
、
現
在
の
通

院
、
福
祉
用
の
送
迎
を
含
め

た
町
民
の
足
の
確
保
の
あ
り

方
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
展

望
に
た
っ
た
抜
本
的
な
対
策

を
行
う
。
 

　
主
要
県
道
益
田
阿
武
線
の

改
良
工
事
の
進
捗
状
況
を
始

め
、
福
賀
中
学
校
の
統
合
や

現
在
及
び
将
来
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
の
問
題
、
そ
し

て
財
政
の
負
担
増
や
、
路
線

バ
ス
に
お
い
て
は
萩
市
と
の

調
整
な
ど
諸
問
題
が
複
雑
に

絡
み
合
う
中
で
の
検
討
で
あ

る
が
、
近
々
の
う
ち
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
今
後
の
方
向
性
を
見
出

し
た
い
。
　
 

問
　
去
る
５
月
１２
日
、
惣
郷

地
区
で
発
生
し
た
民
家
火
災

は
、
不
意
の
火
災
に
備
え
る

教
訓
を
残
し
た
が
、
こ
の
火

災
の
消
火
対
応
に
関
連
し
て
、

次
の
４
点
に
つ
い
て
問
う
。
 

①
火
事
の
第
一
報
と
な
る
消

防
関
係
者
及
び
一
般
住
民
へ

の
連
絡
方
法
に
つ
い
て
。
　

②
消
防
団
が
到
着
す
る
ま
で

に
住
民
が
で
き
る
初
期
消
火

な
ど
の
対
応
が
で
き
な
い
か
。 

③
消
防
機
具
に
か
か
る
日
頃

の
点
検
と
装
備
に
つ
い
て
。

④
防
災
無
線
、
サ
イ
レ
ン
に

よ
る
お
知
ら
せ
が
、
平
常
時

と
緊
急
時
で
の
違
い
が
解
り

に
く
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

こ
の
区
分
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
 

 町
長
　
こ
の
度
の
火
災
に
つ

い
て
は
、
深
夜
と
は
い
え
、

風
の
な
い
気
象
状
況
下
に
あ

り
類
焼
を
免
れ
た
こ
と
は
幸

い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ご

家
族
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た

こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
る
。
 

◆
４
点
の
質
問
に
つ
い
て
　

①
火
災
発
生
時
の
連
絡
体
制

は
、
１
１
９
番
通
報
は
直
接

萩
市
消
防
署
に
入
り
、
次
に

本
庁
及
び
本
町
の
消
防
団
長

に
連
絡
さ
れ
、
防
災
無
線
と

サ
イ
レ
ン
で
消
防
団
員
と
一

般
住
民
へ
知
ら
せ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
 

②
こ
の
度
の
火
災
は
、
本
庁

通
報
か
ら
７
分
後
に
地
元
消

防
分
団
が
到
着
、
消
火
活
動

に
入
っ
て
い
る
。
地
域
に
設

置
し
て
い
る
ホ
ー
ス
（
２
本

・
４０
ｍ
）
で
住
民
に
よ
る
初

期
消
火
は
、
火
災
状
況
の
判

断
や
消
火
栓
に
ホ
ー
ス
を
つ

な
ぐ
作
業
な
ど
、
素
人
で
は

人
身
事
故
の
恐
れ
が
あ
り
、

日
頃
訓
練
さ
れ
た
消
防
団
員

に
任
す
こ
と
だ
と
考
え
る
。

も
し
、
必
要
な
ら
自
衛
消
防

隊
と
し
て
の
一
定
の
訓
練
が

必
要
。
 

③
消
防
機
具
の
点
検
装
備
は

毎
月
一
回
の
点
検
と
即
出
動

で
き
る
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。 

④
防
災
無
線
放
送
の
平
常
時

と
緊
急
時
の
出
し
方
は
、
ボ

タ
ン
操
作
で
自
動
的
に
さ
れ

て
い
る
が
、
緊
急
時
の
放
送

に
つ
い
て
は
、
宿
直
担
当
者

な
ど
の
訓
練
の
機
会
を
持
ち

た
い
。
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

も
３
地
区
の
平
常
時
の
鳴
ら

し
方
も
違
っ
て
い
る
の
で
、

緊
急
時
の
鳴
ら
し
方
と
併

せ
、
今
後
、
検
討
し
て
ゆ
き

た
い
。
ま
た
、
防
災
無
線
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
事
業

実
施
の
運
び
で
あ
る
。
町
の

防
災
総
合
訓
練
を
８
月
３０
日

に
宇
田
郷
地
区
で
実
施
の
予

定
で
あ
る
が
、
こ
の
度
の
火

災
の
教
訓
を
生
か
し
た
い
。
 

議 会 だ よ り 31
No

一
般
質
問
第
3
回
定
例
会
　
6
月
２４
日
 

西村良子 議員 

田中敏雄 議員 

町
長
 

Ａ 
近
々
の
う
ち
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

　
　
　
　
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
 

Ｑ 
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
 

Ｑ 
住
宅
火
災
の
消
火
対
応
と
 

　
　
今
後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
 

Ａ 
初
期
消
火
、
防
災
無
線
な
ど
に
 

 
 
 
　
 
い
て
見
直
し
を
行
う
 

問
 

問
 

一昨年の消防訓練の様子 

電動カーを利用する 
お年寄り 

福賀診療所患者 
輸送の状況 

町営バス 

町
長
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議 会 だ よ り 31
No

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
 

６
月
２４
日
開
催
 

問
 

問
 

問
 

答
 

答
 

答
 

き
こ
り
や
 

現
地
踏
査
 

   　
現
地
踏
査
で
は
奈
古
漁
港

物
上
場
嵩
上
工
事
状
況
、
奈

古
活
魚
畜
養
施
設
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
、

道
の
駅
太
陽
光
発
電
施
設
、

町
道
汐
入
野
地
線
工
事
状

況
、
サ
ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
を

踏
査
し
ま
し
た
。
 

奈古活魚畜養施設 奈古漁港物上場嵩上工事状況 

町道汐入野地線工事状況 道の駅太陽光発電施設 木質バイオマスチップボイラー 

ご希望の方は議会事務局 
までお申し込みください。 
 

議会傍聴を 
してみませんか 

お問い合わせ先 
☎2－0503

サンドクリーナー 

福賀小児童が地引き網体験 

農業集落排水施設 

平
成
２１
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
回
）
 

問
　
来
年
度
か
ら
パ
ス
ポ
ー

ト
手
続
き
が
町
役
場
の
方
で

行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が

そ
の
説
明
を
。
 

答
　
パ
ス
ポ
ー
ト
は
旅
券
法

の
規
定
に
よ
り
、
旅
券
事
務

の
法
定
受
託
事
務
と
し
て
県

が
処
理
し
て
い
る
。
そ
の
事

務
の
一
部
を
、
地
方
自
治
法

「
条
例
に
よ
る
事
務
処
理
の

特
例
」
に
基
づ
い
て
、
本
町

に
委
託
。
こ
れ
を
平
成
２２
年

４
月
開
始
予
定
の
旅
券
の
発

給
に
関
す
る
事
務
を
行
い
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
受
付
、

交
付
事
務
を
住
民
課
の
窓
口

で
行
う
も
の
で
あ
る
。
 

問
　
豊
か
な
体
験
活
動
推
進

事
業
費
で
の
、
体
験
活
動
実

施
時
期
は
い
つ
頃
か
。ま
た
、

宿
泊
は
、
民
泊
な
の
か
、
宿

泊
施
設
な
の
か
。
講
師
の
先

生
は
、
ど
の
よ
う
な
先
生
が

ど
う
い
っ
た
形
で
子
ど
も
た

ち
を
指
導
す
る
の
か
。
 

答
　
県
の
委
託
事
業
で
県
内

の
小
学
生
を
阿
武
町
に
受
け

入
れ
、「
子
ど
も
農
山
漁
村
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

宿
泊
体
験
や
農
業
体
験
、
自

然
体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な

心
、
学
ぶ
意
欲
、
自
立
心
、

思
い
や
り
の
心
、
規
範
意
識

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
奈
古

小
４
年
生
１７
人
、
５
年
生
１１

人
計
２８
人
が
７
月
３０
日
〜
８

月
１
日
の
２
泊
３
日
の
日
程

で
福
賀
地
区
の
農
家
に
民
泊

し
体
験
・
交
流
活
動
を
行
う
。 

　
そ
の
他
、
美
祢
市
大
嶺
麦

川
小
学
校
３４
人
の
児
童
が
７

月
２７
日
〜
３１
日
の
４
泊
５
日

の
日
程
で
福
賀
、
宇
田
郷
、

奈
古
で
体
験
・
交
流
活
動
を

行
う
。
 

　
受
け
入
れ
は
阿
武
地
域
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
が
担
当
し
、
公
募
に
よ

り
決
定
し
た
一
般
家
庭
や
農

家
・
漁
家
民
宿
に
宿
泊
す
る
。 

　
ま
た
、
西
洋
絵
皿
の
絵
付

け
体
験
や
あ
っ
た
か
村
の
木

工
教
室
、
自
然
体
験
、
樵
屋

さ
ん
で
の
蕎
麦
掻
き
体
験
を

行
う
。
予
算
は
、
そ
の
事
業

に
対
す
る
奈
古
小
児
童
の
受

け
入
れ
に
伴
う
謝
礼
や
宿

泊
費
、
貸
し
切
り
バ
ス
の
借

り
上
げ
料
な
ど
で
あ
る
。
 

問
　
低
コ
ス
ト
型
農
業
集
落

排
水
施
設
更
新
支
援
事
業
補

助
金
で
低
コ
ス
ト
型
排
水
施

設
更
新
事
業
の
内
容
は
。
 

答
　
施
設
の
長
寿
命
化
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す

れ
ば
良
い
の
か
診
断
を
し

て
、
機
器
の
更
新
計
画
を
策

定
す
る
事
業
。
例
え
ば
、
機

器
の
耐
用
年
数
が
１０
年
と

し
、
更
新
経
費
１
０
０
万
円

を
要
す
る
も
の
が
５
年
目
に

補
修
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ

り
耐
用
年
数
が
延
び
、
経
費

も
安
く
す
む
。
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ふるさと彩生②

奈古地区の活魚基地奈古地区の活魚基地奈古地区の活魚基地

奈古活魚畜養

　施設が新設

奈古活魚畜養

　施設が新設

奈古活魚畜養

　施設が新設

安
定
的
に
活
魚
が
提
供
で
き
 

　
活
魚
販
売
の
拠
点
と
し
て
!!
 

 

特集特集

鉄骨平屋建の活魚畜養施設 

活魚を活魚槽に荷揚げ 

船からヒラメを水揚げ 

午前０時、出荷に備え荷揚げ 市場へ向けて出発 

午後４時に奈古港に帰港 

清水栄太郎さん 

　山口県漁協奈古支店支店長　 
　　　　　　田　中　満　介さん 
　釣ってきた活魚は、以前は出荷まで
船の中で生かしていました。港の中は
汐換わりが悪く、水温も高く魚が弱っ
ていました。活魚槽は水温の管理など

が出来、出荷する時期などを調整できます。道の駅の
販売のメインである、新鮮な魚のイメージアップにつ
なげていきたいですね。 

　山口県漁協奈古支店運営委員 
　　　　小　田　光　宏さん（寺東） 
　魚価が下がり経費の高騰などで漁業
者には大変な時期です。この活魚槽の
竣工によって釣ったばかりの魚を活魚
として市場へ届けることができます。

漁業者も数が少なく貴重な魚を高く売るための知恵と
工夫が必要になってきますね。これからは活魚市など
のイベントにも取り組んで行きたいですね。 
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東
京
混
声
合
唱
団
阿
武
町
公
演
が
７
月
１２
日
、
町
民
セ
ン
タ

ー
文
化
ホ
ー
ル
で
阿
武
町
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
東
京
混
声
合
唱
団
は
、
東
京
芸
術
大
学
声
楽
科
の
卒
業
生
に

よ
り
創
設
さ
れ
た
日
本
で
唯
一
の
プ
ロ
合
唱
団
で
ソ
プ
ラ
ノ
、

ア
ル
ト
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス
な
ど
の
２４
人
の
プ
ロ
の
声
楽
者
が

出
演
。
そ
の
プ
ロ
合
唱
団
を
率
い
る
の
は
、
日
本
を
代
表
す
る

合
唱
指
揮
者
　
大
谷
研
二
さ
ん
。
華
麗
な
指
揮
と
和
と
洋
を
交

え
た
奇
想
天
外
な
演
出
に
、
満
員
の
会
場
は
大
興
奮
。
ま
た
今

回
は
、
阿
武
町
の
女
声
合
唱
団
「
あ
ぶ
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
メ
ン

バ
ー
２６
人
と
の
共
演
も
実
現
。「
花
の
街
」「
太
陽
が
く
れ
た
季

節
」
の
２
曲
を
合
同
で
合
唱
し
ま
し
た
。 

　
楽
曲
「
追
分
節
考
〜
シ
ア
タ
ー
ピ
ー
ス
」
や
「
滝
の
精
」
で

は
、
男
女
の
声
楽
者
が
客
席
に
降
り
、
歌
い
な
が
ら
会
場
の
中

を
移
動
す
る
演
出
、
会
場
の
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
歌
声
が
聞
こ

え
「
信
州
山
麓
を
馬
に
乗
っ
て
い
る
感
覚
」、
や
「
密
林
ジ
ャ

ン
グ
ル
」
の
中
に
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
を
演
出
し
て
い

ま
し
た
。 

阿
武
町
女
声
合
唱
団

阿
武
町
女
声
合
唱
団
「
あ
ぶ
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が 

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
合
唱
団
と
共
演
！

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
合
唱
団
と
共
演
！ 
東
京
混
声
合
唱
団

東
京
混
声
合
唱
団 

阿
武
町
女
声
合
唱
団
「
あ
ぶ
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が 

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
合
唱
団
と
共
演
！ 
東
京
混
声
合
唱
団 

阿武町特別演奏会 

７月１２日 
町民センター・ 
文化ホール ●プログラム● 

共演 
　花の街 
　太陽がくれた季節 
唱歌の四季 
　Ⅰ.朧月夜 
　Ⅱ.茶摘 
　Ⅲ.紅葉 
　Ⅳ.雪 
　Ⅴ.夕焼小焼. 
ことばあそびうた・また 
追分節考～シアターピース 
コンダリラ「滝の精」 
蚊 
涙そうそう 
死んだ男の残したものは 
崖の上のポニョ　　 
チャパネカス 
ジッパ・ディー・ドゥー・ダー 

尺八演奏の関一郎さん 
 

　大谷先生の指揮は、
素晴らしかったです。
体全体で表現するよう
に指導がありました。
大谷マジックを体感で
きて感激でした。 

めずらしくて刺激的な
曲、合唱がステキだな、
カッコイイなと思う曲
を選びました。楽しん
でください。 

指揮の大谷研二さん 
おお たに けん　じ 

あぶハーモニー代表の 
市原美知子さん（東方） 
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              ７
月
４
日
　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

　
　
　
　
　
７５
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
個
人
の
部
】
 

★
優
　
勝
　
藤
田
司
朗
 

　
　
　
　
　（
福
賀
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
） 

★
準
優
勝
　
市
原
茂
甫
 

　
　
　
　
　（
福
賀
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
） 

 

★
第
３
位
　
植
田
　
悟
 

　
　
　
　
　（
福
賀
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
）

★
特
別
賞
（
長
寿
参
加
賞
）
 

　
　
　
　
　
小
野
寅
槌
 

　
　
　
　
　
　
　
　（
奈
古
河
内
） 

　
萩
食
品
衛
生
協
会
総
会
が
、
６
月
２４
日
に
開
催
さ
れ
、

食
品
衛
生
優
良
従
業
員
と
し
て
阿
武
町
物
産
直
売
所
の
池

田
洋
子
さ
ん
（
寺
東
）
と
、
拾
番
大
野
商
店
に
お
勤
め
の

藤
田
ひ
と
み
さ
ん
（
水
ヶ
迫
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
受
賞
は
お
二
人
の
長
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

★
山
口
県
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰
 

　
食
品
衛
生
優
良
従
業
員
　
池
田
　
洋
子
さ
ん（
寺
　
東
） 

★
萩
環
境
保
健
所
長
表
彰
 

　
食
品
衛
生
優
良
従
業
員
　
藤
田
ひ
と
み
さ
ん（
水
ヶ
迫
） 

藤
田
司
朗
さ
ん
（
福
賀
）
 

　
　
　
　
　
　
が
優
勝
 

第
5
回
阿
武
町
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

表彰席

　ふるさと納税（寄付金）とは、自分が育ったり、

関係が深い地域を応援したいという気持ちを形に

するしくみです。ふるさと振興基金への積み立て、

自然、文化、地域ために活用させていただきます。

　このたび14件15万円を積み立てさせていただ

きました。※本人の了承を得たもののみ掲載しています。

【５万円】　

堀山正夫さん（神奈川県在住）（宇田郷出身）

 

大阪在住のふるさと会の皆さん 

【１万円】　

島本尚昭さん （大阪府在住）（福賀出身）

長嶺耕史さん （大阪府在住）（福賀出身）

福岡俊治さん （大阪府在住）（福賀出身）

岩本明照さん （大阪府在住）（福賀出身）

声高澄江さん （大阪府在住）（福賀出身）

匿名希望　　 （大阪府在住）（福賀出身）

延原和子さん （大阪府在住）（福賀出身）

【５千円】 

藤田英夫さん （大阪府在住）（福賀出身）

村上誠二さん （大阪府在住）（福賀出身）

村上文子さん （滋賀県在住）（福賀出身）

福野英子さん （大阪府在住）（福賀出身）

山本弘子さん （大阪府在住）（福賀出身）

川上信子さん （大阪府在住）（福賀出身）

現在の累計141万円です。

　マムシによる被害は、水田や草むら、渓流地な
どが特に要注意。山間地域では宅地内やその周辺
も注意が必要です。春・秋の暖かい昼間や夏の夜
間に、自宅玄関・庭などで咬まれることもありま
す。咬傷部位は手足が比較的多く、サンダル履き
などで咬まれることもあります。 
◆被害を防ぐには 
●葉のあるところや草むらで農作業やキノコ採
りなどをするときは長袖、長ズボンを着用し、
革手袋を着け長靴や登山靴を履く。●雑草は出
来るだけ刈っておく。●マムシを見つけたら
50cm以上離れる。マムシからは近づいて攻撃
はしてこないので捕まえようとはしない。●庭
や駐車場には、外灯を設置する。 

◆咬まれたら 
①咬傷部位から吸引器で血液を吸引する。なけれ
ば口で吸引する。（自分でできるときに限る）
きれいな水があれば、流しながら絞り出す。 
②包帯など幅の広いもので咬傷部位の前後を含め
広く巻いて軽く圧迫し安静・保持する。 
③毒のまわりを早めないため、あわてて走ったり
せず、必ず車などで病院に行く。 
＊搬送、応急措置はできるだけ他人に任せる。 
＊強く縛ったり咬傷部位を切開しない。また氷な
　どで冷やしたりしない。 
＊マムシの抗毒素は医療機関において症状などを
　勘案し、慎重に使用されます。 
◆問い合わせ先　役場民生課　☎2－3113

ありがとうございます。

ふるさと納税（寄附金）

元気！阿武町！５００１プランいきいきと未来に輝く人づくり

優勝の藤田さん（中央） 

長年の功績を表彰 

山口県食品衛生協会長表彰 
萩環境保健所長表彰 

マムシにご注意を!! 
～ 「チカッ!!」としたらすぐ受診 ～ 

特別賞の小野寅槌さん 



ひかる 
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７
月
生
ま
れ
 

ひ
か
る 

池
田
　
晄
ち
ゃ
ん
（
岡
田
橋
） 

平
成
20
年
7
月
5
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
祐
三
さ
ん
・（
マ
マ
）
普
子
さ
ん 

　
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
晄

く
ん
　
　
最
近
音
楽
に
合
わ
せ
て

踊
る
の
が
大
ス
キ 

　
少
し
イ
タ
ズ
ラ
し
て
し
ま
う
け

ど
、
そ
れ
が
一
番
の
楽
し
み
な
ん

だ
♪ 

　
こ
ん
な
僕
だ
け
ど
、
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
笑
っ
て
も
っ
と
大
き

く
な
る
ぞ 

 

吉
岡
千
桜
ち
ゃ
ん
（
水
ヶ
迫
） 

平
成
20
年
7
月
13
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
賢
吾
さ
ん
・（
マ
マ
）
智
美
さ
ん 

　
は
じ
め
ま
し
て
　
千
桜
で
す
！ 

　
た
だ
今
歩
く
の
練
習
中
。
早
く

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
外
で
遊

び
た
い
な
　
　
大
好
き
な
お
兄
ち

ゃ
ん
と
手
を
つ
な
い
で
、
お
散
歩

に
も
行
っ
て
み
た
い
な
。 

　
水
だ
っ
て
へ
っ
ち
ゃ
ら
な
私
！！

海
に
も
行
き
た
い
な 

　
よ
ろ
し
く
ね 

ち
　
は
る 

 

　宅地を探しています。奈古の美咲地区に新たに分譲地がで
きると聞きましたが、どのような計画がありますか。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（匿名希望） 
 
 
 
　町では、定住対策の一環として奈古の美咲地区に、１０区画の
宅地分譲地の造成を予定しています。住宅分譲開始は来年３
月頃の予定です。一区画の区画面積はおよそ６０坪（約２００㎡）
～７０坪（約２３０㎡）で、坪単価は３万円程度の予定です。上下
水道の利用を可能な宅地としています。 
　詳細については、役場施設課（☎2－3112）までお問い合
わせください。 

※これからも、疑問や質問などがありましたら、役場などの各担当がお答えしますので、お手紙やFAX、
　メールなどでお寄せください。 
　受付窓口：役場総務課☎2－3111　FAX 2－2090　Eメールkikaku@town.abu.yamaguchi.jp

まちの疑問・質問に担当者がお答えする 
なんでも広報相談室コーナー 

Ｑ Ｑ 

Ａ Ａ 

町内に新たな分譲地が
出来ると聞きましたが？

美咲地区に１０区画の住宅分譲を
予定しています。

まちの
 

ハテナ
？ 

ちはる 

水ヶ迫団地 

美
咲
団
地
 

美
里
団
地
 

町道汐入野地線 

① ② ③ ④ 

⑦ ⑥ ⑤ 

⑧ ⑨ ⑩ 
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山・海・里

あなたのまちの身近な話 
題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係 
（☎2―3111） 
E-mail : kikaku@town. 
　　abu.yamaguchi.jp

Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ 
まちの話題まちの話題

    
み
ど
り
保
育
園
で
７
月
３
日
、
祖
父
母
七
夕
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
祖
父
母
と
協
力
し
て
サ

サ
の
葉
に
短
冊
な
ど
の
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。
 

　
最
後
に
全
員
で
「
天
の
川
わ
た
れ
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。
 

 　
 

み
ど
り
保
育
園
祖
父
母
七
夕
会

鳴
き
砂
復
活
に
向
け
て
!!

サ
ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
２
台
を
導
入

            
清
ヶ
浜
の
鳴
き
砂
復
活
に
向
け
て
、
新
た
に
サ
ン
ド
ク
リ

ー
ナ
ー
２
台
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
の
第
二
次
経
済

対
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
」
を
活
用
し
た
も
の
で
す
。
 

 
こ
の
サ
ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
は
ド
イ
ツ
製
で
、
大
型
ト
ラ
ク

タ
ー
け
ん
引
式
と
自
走
式
の
２
台
。
砂
を
ふ
る
い
に
掛
け
る

こ
と
に
よ
り
最
小
で
４
ミ
リ

の
ゴ
ミ
ま
で
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
、
今
ま
で
手
作
業
で

な
い
と
取
り
切
れ
な
か
っ
た

小
さ
な
ゴ
ミ
も
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

 
す
で
に
導
入
し
て
い
る
ビ

ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
と
合
わ
せ

て
作
業
効
率
の
向
上
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
清
ヶ
浜
は
、
鳴
き

砂
復
活
隊
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
毎
月
最
終
日
曜
日
に

清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
は
自
由
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

          

  　
町
民
と
事
業
所
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地

球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
阿
武
町
地
球
温
暖

化
対
策
地
域
協
議
会
が
、
６
月
２５
日
役
場
で
開
催
さ
れ
、
会

員
１８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
は
、
６
月
１０
日
の
記
者
会
見
で
「
日

本
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
０５
年

比
で
『
１５
％
減
』
に
す
る
」
と
い
う
目
標
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。「
未
来
開
拓
戦
略
」
と
名
づ
け
て
発
表
し
た
新
成
長

戦
略
で
は
、
太
陽
光
発
電
を
現
行
の
２０
倍
に
す
る
こ
と
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
や
風
力
発
電
な
ど
）
の
導
入
比
率
２０

％
を
目
指
す
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
に
関
し
て
は
、
電
力
会
社

が
２
倍
程
度
の
価
格
で
余
剰
電
力
を
買
い
取
る
制
度
（
日
本

版
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
創
設
。
ま
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
の
次
世

代
自
動
車
（
エ
コ
カ
ー
）
を
、
２
台
に
１
台
導
入
を
目
指

す
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
阿
武
町
の
事
業
所
や
公
共
施
設
で
も
昨
年
度
か
ら
エ
コ
ス

タ
イ
ル
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置

し
、
夏
季
の
冷
房
の
使
用
を
抑
制
す
る
な
ど
電
気
使
用
量
の

削
減
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
婦
人
会
な
ど
の
団
体
は
、
早
い
時
期
か
ら
エ
コ
バ
ッ

グ
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
阿
武
町
の
レ
ジ
袋
辞
退
率

は
９４
・
２
％
と
県
内
の
ト
ッ
プ
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
 

町民と企業が一体となって
温暖化対策を協議

レジ袋辞退率が県内１位に

昨年の阿武中学校のみどりのカーテン 

大型トラクターけん引式 自走式 

　
７
月
２７
日
か
ら
８
月
１
日
に
阿

武
町
の
自
然
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

る
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
向
け
、
７
月
３
日

〜
５
日
民
泊
や
体
験
研
修
を
受
け

入
れ
る
阿
武
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
の
関
係
者
ら
が

受
入
体
制
づ
く
り
の
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
 

　
食
品
衛
生
の
保
健
指
導
や
民
泊

の
受
け
入
れ
、
体
験
型
観
光
の
考

え
方
な
ど
の
講
義
を
受
講
し
ま
し

た
。
 

食品衛生の手洗い指導 研修会の様子 

町
内
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
参
加

町
内
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
参
加

町
内
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
参
加
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吉
岡
土
建

吉
岡
土
建
㈱
が
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
完
成

が
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
完
成

道
の
駅
温
水
プ
ー
ル
・
温
泉
に
熱
供
給
を
開
始

道
の
駅
温
水
プ
ー
ル
・
温
泉
に
熱
供
給
を
開
始

伐
採
木
を
燃
料
に
再
生
活
用

伐
採
木
を
燃
料
に
再
生
活
用
!!

吉
岡
土
建
㈱
が
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
完
成

道
の
駅
温
水
プ
ー
ル
・
温
泉
に
熱
供
給
を
開
始

    　
吉
岡
土
建
㈱
（
代
表
取
締
役
社
長
　
吉

岡
正
）
が
道
の
駅
阿
武
町
の
敷
地
内
に
バ

イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
建
設
し
、

７
月
か
ら
道
の
駅
内
の
テ
ル
メ
阿
胡
と
温

水
プ
ー
ル
に
熱
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
山
口
県
で
は
初
め
て
の
取

り
組
み
で
、
阿
武
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
に
基
づ
き
農
林
水
産
省
の
地
域
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
を
受
け
て
建
設
し

た
も
の
で
設
備
費
は
建
物
と
ボ
イ
ラ
ー
関

係
設
備
を
合
わ
せ
７
８
０
０
万
円
。
 

　
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
は
最
大
で
一
般

家
庭
４
０
０
軒
分
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供

給
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
重
油
を
年
間

１２
㎘
（
ド
ラ
ム
缶
換
算
で
６
０
０
本
）
削

減
し
、
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
も
年
間

３
２
４
ｔ
削
減
で
き
ま
す
。
使
用
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
吉

岡
砕
石
㈲
が
工
事
伐
採
木
や
工
事
支
障
木

利
用
し
破
砕
し
た
チ
ッ
プ
を
年
間
４
０
０

ｔ
を
使
用
し
ま
す
。
 

               　
温
泉
、
温
水
プ
ー
ル
に
供
給
す
る
熱
量

を
重
油
価
格
に
換
算
し
、
町
に
売
却
し
ま

す
。
吉
岡
土
建
㈱
の
取
締
役
部
長
の
吉
岡

克
巳
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
地
産
地
消
を
テ

ー
マ
に
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
は
間
伐
材
な
ど
も
利
用
し

て
い
き
た
い
。
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
農
業

ハ
ウ
ス
や
魚
の
養
殖
な
ど
に
も
利
用
可
能

で
す
。
地
域
と
連
携
し
た
事
業
を
展
開
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
す
。 

 

温水プールに太陽光発電施設導入

                  　
道
の
駅
阿
武
町
の
温
水
プ
ー

ル
に
、
太
陽
光
発
電
施
設
を
導

入
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
町
が
国
の
交
付
金

を
受
け
整
備
し
た
も
の
で
、
１

１
２
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
よ

り
時
間
最
大
２０ 
ｋｗ
を
発
電
す
る

も
の
で
す
。
天
候
な
ど
を
考
慮

し
た
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
１
年
間
の
発
電
量
は
約
２

万
ｋｗ
で
、
こ
れ
は
一
般
家
庭
５

戸
分
の
電
力
を
ま
か
な
え
る
電

力
に
相
当
し
ま
す
。
な
お
、
Ｃ

Ｏ
２
 

削
減
等
の
環
境
配
慮
の
ほ

か
、
年
間
２０
万
円
の
経
費
削
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

                  　
山
口
県
立
大
学
公
開
講
座
第
４
回
目
が
、
６
月
２０
日
に
町

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　「
鷺
流
狂
言
の
世
界
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、
講
師
の
山

口
県
立
大
学
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
の
稲
田
秀
雄
さ

ん
か
ら
、
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
鷺
流
狂
言
の
伝
承
、
そ
し

て
山
口
市
に
鷺
流
が
残
存
し
た
理
由
や
鷺
流
の
特
色
に
つ
い

て
の
講
演
の
あ
と
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
、
舞
台
鑑
賞
を
し
て
、

臨
調
感
溢
れ
る
、
わ
か
り
や
す
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
阿
武
町
で
開
催
さ
れ
た
山
口
県
立
大
学
公
開
講
座
は
、
郷

土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
講
師
陣
が
お
届
け
す
る
こ
と
で
山
口

県
の
歴
史
や
文
化
、
郷
土
文
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
阿
武
町
内
で
４
回
の
公
開
講
座
を

開
催
し
て
、
今
回
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
４
回
を
通
じ
て
３

０
０
人
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
県
立
大
学
か
ら
全
講
座
受
講
者
と
し
て
、
原
ス
ミ
子
さ
ん

（
福
賀
伊
豆
）
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

さ
ぎ 

や
ま
ぐ
ち
の
文
学

「
鷺
流
狂
言
の
世
界
」

温水プールがエコプールに!!

伐
採
木
を
燃
料
に
再
生
活
用
!!

講
演
と
ビ
デ
オ
に
よ
る
舞
台
鑑
賞

温水プールの屋根に設置されたソーラーパネル 

温水プール 

テルメ阿胡 

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
 

チップボイ 
ラー施設 
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な
 ご
 

う
 た
 ご
 う
 

ふ
 く
 が
 

話
し
合
い
な
が
ら
!! 

一
年
間
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト 

○
奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
６
月
講

座
が
２３
日
に
、
食
改
推
進
委
員
指
導

の
も
と
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
カ
ロ
リ
ー

控
え
た
お
い
し
い
野
菜
料
理
」
。
前

日
か
ら
食
材
教
室
を
実
施
し
、
献
立
に
必
要
な
材
料
を
自

分
た
ち
で
用
意
し
ま
し
た
。 

○
若
葉
学
級
６
月
講
座
が
２６
日
に
開
催
さ
れ
「
押
し
花
を

使
っ
た
ウ
エ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
作
品
は
秋
の
文
化
展
に
展
示
さ
れ
ま
す
。 

○
奈
古
子
ど
も
会
代
表
者
会
議
（
小
学
生
の
部
・
中
学
生

の
部
）
が
開
催
さ
れ
一
年
間
の
子
ど
も
会
活
動
を
話
し
あ

い
ま
し
た
。 

　
７
月
２１
日（
火
）
坐
禅
教
室 

　
８
月
５
日（
水
）
盆
踊
り
教
室 

　
８
月
２３
日（
日
）
奈
古
子
ど
も
会
大
会 

「
暑
か
っ
た
ー
。
お
も
し
ろ
か
っ
た
ー
。
」 

奈
古
地
区
女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

〜
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
〜 

　
奈
古
婦
人
会
主
催
の
奈
古
地
区
女
性

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
部
が
６
月
２８
日
、
奈
古
小
・
阿
武
中

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
１９
チ
ー
ム
（
１
４
０
人

の
参
加
）
で
青
空
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
と
と

も
に
競
技
の
合
間
に
は
、
楽
し
い
会
話
も
あ
り
、
暑
い
な

が
ら
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
緑
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
ト
マ
リ
賞
は
本
大
会

で
初
め
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
た
方
な
ど
あ
わ
せ

て
１２
人
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

宇
田
郷
地
区
職
域
親
睦 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
開
催 

　
宇
田
郷
地
区
の
職
場
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
６
月

５
日
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
雨
天
の
た
め
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
か
ら
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
変
更
と
な
り

初
め
て
の
人
が
多
く
、
苦
戦
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
終
わ

る
頃
に
は
戦
術
を
立
て
て
、
競
技
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。
大
会
の
後
は
、交
流
会
を
行
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

【
団
体
の
部
】 

　
優
　
勝
　
奈
古
小
学
校
・ 

　
　
　
　
　
阿
武
福
祉
会 

　
準
優
勝
　
尾
無
浦
定
置
網 

　
　
　
　
　
組
合 

　
第
３
位
　
鶴
惣
工
業 

 

山
口
県
立
大
学
公
開
講
座 

や
ま
ぐ
ち
の
文
学
（
第
3
回
）
開
催 

　
山
口
県
立
大
学
公
開
講
座
・
や
ま
ぐ
ち
の
文
学
（
第
３

回
）
の
講
演
会
が
６
月
１３
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
９６
人
が
受
講
し
ま
し
た
。 

　
「
大
内
盛
衰
記
と
源
氏
物
語
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
、

講
師
は
、
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
野
口
義
廣

さ
ん
。
大
内
氏
の
ル
ー
ツ
と
日

本
の
歴
史
認
識
に
関
わ
る
問
題

点
に
つ
い
て
、
古
代
史
や
源
氏

物
語
を
題
材
と
し
て
お
話
を
さ

れ
、
大
学
生
対
象
並
み
の
講
座

で
し
た
。 

　
昔
習
っ
た
歴
史
を
頭
の
中
で

ひ
も
ど
き
な
が
ら
、悪
戦
苦
闘
。

周
防
山
口
を
本
拠
地
と
し
た
大

内
氏
の
歴
史
に
ふ
れ
ま
し
た
。 

〜
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に 

　
　
　
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
〜 

　
　
　
　
　
福
賀
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会 

　
福
賀
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
が
６
月
２６
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
会
議
は
、
子
ど
も
が
自
分

た
ち
だ
け
で
代
表
者
や
、
こ
れ
か

ら
の
事
業
計
画
、
努
力
目
標
を
決

め
る
も
の
で
、
当
日
は
、
小
学
校

１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
会
員
全
員
が
学
校
体
育

館
に
集
合
し
、
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。 

　
話
し
合
い
で
決
定
し
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

平
成
２１
年
度
役
員 

　
会
　
長
　
尾
�
　
涼
平
（
中
３
） 

　
副
会
長
　
岩
本
　
賢
太
（
中
２
）・
玉
島
　
龍
（
小
５
） 

　
書
　
記
　
梅
田
あ
か
り
（
中
１
）・
中
野
莉
沙
（
小
５
） 

平
成
２１
年
度
努
力
目
標 

　
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に 

福
賀
地
区
職
域
親
睦
球
技
大
会 

　
福
賀
地
区
職
域
親
睦
球
技
大
会
が
７
月
４
日（
土
）に
開

催
さ
れ
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
懇
親
会
で
お
互
い
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
地
区
内
の
職
域
を
６
つ
の
チ

ー
ム
に
分
け
、
ス
コ
ア
を
競
い
ま
し 

た
。
開
始
直
後
の
突
然
の
豪
雨
の
た 

め
、
急
き
ょ
会
場
を
屋
内
に
移
動
し 

て
の
大
会
で
し
た
が
、
終
始
和
や
か 

で
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
一 

日
と
な
り
ま
し
た
。 

優
　
勝
　
吉
岡
土
建 

準
優
勝
　
福
賀
小
・
中
学
校 
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水泳許可区域

水泳禁止区域

水泳禁止区域立札

水泳許可・禁止区域  水泳許可・禁止区域  

福賀地区

郷川郷川

プール
中学校

小学校

奈古駅

筒尾

※河口は
　禁止

奈古地区

文今浦

田部湾内

元浦港内

畑尻

ばらすよけ～すずめ島

1

2

3

4

惣郷

尾無

畑

水泳禁止区域

二反田  （旧生コン）

青浦  （旧道入口）

今浦港内

びわくび（田部湾の反対側）

井部田尻

より仏

宇田郷駅前

尾無港内

A

B
A

B

C

CE

D

F

D
E

G

H

F

G

H

宇田郷駅

平原

つづら
田部

宇田郷地区
保護者同伴許可区域

水泳禁止区域

水泳禁止区域立礼

郷

宇田へ

港
かぶ坂

萩へ

温水プール

※小学３年生以下は保護者同伴

宇久 ・ 木与地区

宇久港
清ヶ浜

奈古へ

宇田へ

※清ヶ浜はブイより沖へは出ない
　消波ブロックからの飛び込みはしない

 木与駅

ブイより沖へ
出ない

土

港

福賀へ

上郷
砂防

2

1

3

4

井部田

※町内すべての河川・ため池で泳ぐことを禁止します。
※小学生が海で泳ぐ場合は、必ず保護者同伴とします。

水泳許可区域は、

福賀国民プール

のみとします。

　
今
年
も
、
子
ど
も
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
き
た
「
夏
休
み
」
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。 

　
思
い
き
り
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
楽
し
い
思
い

出
が
い
っ
ぱ
い
の
素
晴
ら
し
い
夏
休
み
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
阿
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
左
の
図
の
と
お
り
「
水
泳
許
可
・
禁
止
区
域
」
を
定
め
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
皆
さ
ん
も
設
置
場
所
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
る
た
め
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
水
泳
禁
止
区
域
の
近
く
で
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
り
、
危
険

な
行
為
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
。 

地域のみなさんへ

地域で育てる子どもたち! 
　「地域の子どもは地域で育てる」と
いう意識で、「声かけ」や「あいさ
つ」など、子どもたちと積極的に関
わってください。そして、いけない
ことはぜひ注意してください。
　家庭だけでなく地域のみなさんが
一体となって、「たくましく心豊かな
阿武町っ子」を育てていきましょう。
　夏休みに子どもたちの明るい笑顔
があふれることを願っています。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で 

阿
武
町
教
育
委
員
会

阿
武
町
教
育
委
員
会 

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で 

阿
武
町
教
育
委
員
会 

保護者のみなさんへ

家族みんなでふれあいの時間を! 
　子どもたちにとって夏休みの楽し
みのひとつが“家族とのふれあい”
です。お忙しい毎日でしょうが、子
どもとのふれあいの時間をしっかり
とっていただき、家族共通の思い出
づくりをお願いします。また、毎日
継続的にできる家庭や地域での「仕
事」を一緒に考え、子どもたちに取
り組ませていきましょう。
　子どもたちにとって楽しい体験だ
けでなく、きつい体験も心の健やか
な成長のためには大切です。

児童・生徒のみなさんへ

夏休みにしかできない体験を! 
　心待ちにしていた夏休みが始まり
ました。「夏休みだからできること」、
「夏休みでないとできないこと」に
積極的にチャレンジしてみましょう。
　この機会に趣味や特技を磨き、い
ろいろなことにチャレンジすること
で充実感や満足感を味わうことがで
きます。
　今年の夏も、心に残る素晴らしい
体験や活動に積極的に挑戦し、有意
義な夏休みにしていきましょう。
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シリーズ　奈古高はいま 

迷
惑
メ
ー
ル
や
出
会
い
系 

　
サ
イ
ト
か
ら
自
分
を
守
る  

ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室 

        

　
６
月
１１
日（
木
）Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時
間
、

生
徒
・
教
職
員
を
対
象
と
し
た

「
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

中
国
支
社
講
師
　
上
村
貴
子
さ
ん

か
ら
最
初
に
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

ソ
フ
ト
」
の
利
用
を
ぜ
ひ
に
進
め

て
欲
し
い
と
の
お
願
い
が
あ
り
ま

し
た
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用

す
る
こ
と
で
、「
迷
惑
メ
ー
ル
や
出

会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
か
ら
自
分
を

守
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
ス

ラ
イ
ド
を
使
い
、
中
高
校
生
の
携

帯
電
話
に
関
す
る
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
の
実
例
を
挙
げ
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
紹

介
さ
れ
た
事
例
に
似
た
体
験
に
陥

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

　
講
演
終
了
後
、
講
演
内
容
を
詳

し
く
解
説
さ
れ
た
冊
子
が
、
全
校

生
徒
・
教
職
員
に
配
付
さ
れ
、
さ

ら
に
学
習
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
「
ケ
ー

タ
イ
安
全
教
室
」
で
し
た
。 

 

近
藤
鈴
香
さ
ん
（
阿
武
町
・
惣

郷
）（
生
物
資
源
科
学
科
3
年
）

が
家
畜
審
査
競
技
で
県
１
位 

県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会 

　
山
口
県
立
農

業
大
学
校
に
お

い
て
、「
山
口
県

学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
大
会
家 

畜
審
査
競
技
」
が
６
月
１０
日（
水
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
校
か
ら
は
生
物
資
源
科
学
科 

２
、
３
年
生
の
畜
産
専
攻
生
８
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、

生
物
資
源
科
学
科
３
年
の
近
藤
鈴

香
さ
ん
（
阿
武
町
・
惣
郷
）
が
、

肉
用
牛
の
部
で
最
優
秀
賞（
県
１

位
）と
な
り
、
１０
月
７
日
、
８
日

に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
へ
、
山
口
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国

大
会
で
の
さ
ら
な
る
、
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

 

農
業
や
食
べ
物
の
大
切
さ
を  

田
植
え
体
験
学
習 

　
６
月
１７
日（
水
）生
物
資
源
科
学

科
１
年
生
２２
人
と
担
任
の
先
生
が

学
校
の
水
田
で
手
植
え
の
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。
作
物
の
授
業

で
、
日
本
の
主
食
の
米
を
学
習
す

る
一
環
で
、
植
え
つ
け
た
品
種
は

「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
で
す
。
裸
足
で

水
田
に
入
る
と
、
土
の
感
触
に
様

々
な
声
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

全
員
で
横
一
列
に
並
び
、
協
力
し

合
い
な
が
ら
苗
を
植
え
て
い
き
、

１
時
間
で
見
事
植
え
終
わ
り
ま
し

た
。
秋
に
収
穫
実
習
を
体
験
し
、

生
徒
た
ち
が
試
食
を
行
い
ま
す
。

自
分
た
ち
で
植
え
た
稲
が
ど
ん
な

味
に
な
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。 

　
翌
１８
日（
木
）に
は
、
普
通
科
１

年
生
２９
人
も
田
植
え
を
行
い
、
初

め
て
水
田
に
入
っ
た
女
子
生
徒
た

ち
が
、
土
の
感
触
や
カ
エ
ル
を
見

つ
け
て
は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
日
に
奈
古
小
学

校
の
５
年
生
が
本
校
の
水
田
で
、

生
物
資
源
科
学
科
３
年
の
専
攻

生
と
一
緒
に
田
植
え
体
験
を
し
ま

し
た
。
普
通
科
の
生
徒
や
奈
古
小

学
校
の
児
童
に
と
っ
て
、
こ
の
経

験
が
農
業
や
食
べ
物
の
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

        
長
北
地
区
高
校
吹
奏
楽
部
が

合
同
演
奏 

第
３１
回
山
口
県
高
等
学
校
 

総
合
文
化
祭 
        

　
「
第
３１
回
山
口
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
」
が
６
月
１８
日（
木
）〜

２０
日（
土
）に
萩
市
民
館
を
主
会
場

に
、
長
北
地
区
の
高
等
学
校
が
引

き
受
け
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
テ
ー
マ
は
「
青
春
創
造
！！

我
ら
が
つ
く
る
文
化
維
新
」
で
県

内
の
高
等
学
校
で
活
躍
し
て
い
る

文
化
部
の
文
化
・
芸
術
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
１８
日（
木
）萩
市
民
館
で
総
合
開

会
式
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

機
会
は
め
っ
た
に
な
い
た
め
阿
武

・
萩
地
区
の
高
校
生
も
観
衆
と
し

て
参
加
し
、
本
校
の
１
年
生
も
全

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
式
で

は
式
典
の
後
、
慶
祝
演
奏
会
が
行

わ
れ
、
山
口
県
鴻
城
高
等
学
校
の

迫
力
あ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の

演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、

次
に
本
校
を
含
め
た
長
北
地
区
の

高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
員
８０
人
で

構
成
し
た
合
同
吹
奏
楽
団
が
演
奏

を
披
露
。
合
同
練
習
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
息
の
合
っ
た
素
晴
ら

し
い
演
奏
で
し
た
。
そ
の
後
、

県
内
各
校
で
構
成
さ
れ
た
山
口
県

高
等
学
校
合
唱
団
・
山
口
県
高
等

学
校
管
弦
楽
団
の
素
晴
ら
し
い
合

唱
と
演
奏
が
行
わ
れ
、
観
客
は
そ

の
迫
力
と
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
を

し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
管
弦
楽

団
の
伴
奏
に
よ
る
会
場
全
員
で
の

合
唱
が
行
わ
れ
、
慶
祝
演
奏
会
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
の
慶
祝
演

奏
を
鑑
賞
し
た
本
校
１
年
生
も
、

日
ご
ろ
見
ら
れ
な
い
「
生
演
奏
」

を
ス
テ
ー
ジ
目
前
で
聴
き
、
た
い

へ
ん
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

　
教
科
書
展
示
会 

　
全
国
で
開
催
さ
れ
る
教
科
書
展

示
会
に
合
わ
せ
て
、
平
成
２２
年
度

中
学
校
教
科
用
図
書
の
見
本
、
現

在
使
用
し
て
い
る
小
・
中
学
校
教

科
用
図
書
、
教
科
書
目
録
等
を
展

示
い
た
し
ま
す
。
広
く
一
般
の
方

に
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
意
見
用
紙
も
準
備
し
て
い
ま

す
。
 

◆
日
時
　
６
月
９
日
〜
７
月
３１
日 

◆
場
所
　
阿
武
町
教
科
書
セ
ン
タ

　
ー（
阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
隣
） 

◆
主
催
　
山
口
県
教
育
委
員
会 



15

「山口県くらしの安心推進員」と 
「山口県食の安心モニター」を委嘱 

　食品表示について知
っていたつもりでも、
見落としていたことが
多くあったことに気づ
きました。しっかり学
習を深め、安心安全な
食に関する知識を地域
に広めていきたいと思
います。 

　出前講座では、その
人に添って話ができま
す。今年度は、より細
やかな消費者トラブル
防止の啓発をしたいと
思いますのでよろしく
お願いします！ 

　山口県庁で５月２８日、「くらしの安心推進員」、「食の安心モニター」の委嘱状交付式が行われ、
阿武町では「くらしの安心推進員」に堀山みち子さん（栃原）、「食の安心モニター」に、柳井志
津乃さん（平原）がそれぞれ委嘱されました。 

くらしの安心推進員 食の安心モニター 

連絡先　堀山みち子　☎５－０４０９ 連絡先　柳井志津乃　☎４－０５５３ 

　「
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
環
境
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
地
域
・
企
業
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
一
斉
清
掃
を
行
う

「
Ｉ
・
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
・
あ
ぶ
町
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
が
７
月
１２

日
、
町
内
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
に
清
掃
活
動
を
行
っ
た

の
は
全
２８
自
治
会
な
ど
で
参
加
人
数
は
お
よ
そ
１
０
０
０
人
。
そ
れ
ぞ

れ
河
川
や
道
路
、
側
溝
な
ど
集
落
内
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 
 

　
昨
年
か
ら
、
阿
武
町
建
設
業
協
会
や
㈱
リ
ン
グ
の
協
力
に
よ
り
雑

木
、
草
や
ゴ
ミ
な
ど
の
回
収
・
運
搬
も
さ
れ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

“自分たちの住む地域は自分たちで”をスローガンに 
町中で一斉清掃 

“自分たちの住む地域は自分たちで”をスローガンに 
町中で一斉清掃 

“自分たちの住む地域は自分たちで”をスローガンに 
町中で一斉清掃 
Ｉ・Ｌｏｖｅ・あぶ町 

クリーンアップ大作戦 

木与自治会 

寺東自治会 

上郷自治会 

 中村自治会 

三和自治会 

宇田浦自治会 
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ヘルスメイト通信ヘルスメイト通信
今回は６月11日（木）に行われた『第46回阿武町食生活改善推進協議

会総会』についてご紹介します。

今年度の活動を紹介します！

No.7
～総会編～

　皆さんと共に活動してこられた、長嶺一重さ

ん（新生）が、今年度で推進員活動をご卒業され

ます。これからは一参加者として活動を盛り上

げていただくことになりました。長い間大変お

世話になりました。ありがとうございました。

　今回の研修内容は、原田保健師から「もしも阿武町さんが病院に

かかったら…」というテーマで、阿武町の地区ごとの健康課題につ

いてお話しをうかがいました。

　国民健康保険に加入している方が病院での受診率で、「虚血性心

疾患」が高いのは奈古地区、「脳梗塞」と「高血圧」が高いのは宇

田郷地区、「糖尿病」が高いのは福賀地区という結果になり、地域

の健康課題が明確になりました。

　今後は、特定健診などの受診率がアップして自分自身の健康に関心を持ち、重症になる前に生活
習慣を振り返る方が増えたらいいと思います。そして私たち推進員は、食生活から地域のみなさん
に健康づくりのお手伝いができればと思います。　　　　　　
　高齢化率は高くても、人と人とのふれあいを大切にして元気な高齢者が多い「元気阿武町」を目
指して活動していきたいと思います。

地区ごとに今年度の

活動について話し合

います！

　この日の総会は来賓に中村町長さんをはじめ、萩健康福祉センタ

ーの高瀬所長さん、社会福祉協議会の出羽会長さんにご出席をいた

だき、町民センター多目的ホールに推進員48人が参加し行われま

した。20年度の活動実績、決算報告の後、21年度の事業計画案、

予算案について検討を行いました。今年度は64人の推進員で活動

します。役員改選の年ということで新役員体制になり、リフレッシ

ュしてまた、新たな活動をしていきたいと思います。

お世話になったみなさん
に一言ごあいさつを…

委嘱状を交付される代表の小
田会長さん。また今年度から
２年間、活動がんばります！

会長と、副会長３人の新役員で

す。今年もみなさんの健康づく

りのお手伝い、がんばります！

左から末若さん、田中さん、 
会長の小田さん、中村さん 
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元気島通信元気島通信元気島通信 ☆発進！スマイル（笑顔）＆ 
　　　　トーク（声かけ）☆ 

木原保健師 

斉藤保健師 　少し動くだけで汗がにじむ季節になりました。汗をかくと冷たいお茶 
やジュースをゴクゴク飲んでしまうという人も多いのではないでしょうか。 
　人間の体は成人では約６０％が水分でできています。体内の水分量は年齢や性
別により差がありますが、体内の水分の約１０％が失われると脱水症状が現れま
す。成人の場合１日に必要な水分量は食事以外で、1.5～2ℓといわれています。 

■子どもの場合、夢中で遊んでいると脱水状態に気づかず熱中症にかかりやすいため、親や身
　近な大人が、汗をかいた分、必ず水分補給をさせる必要があります。 
■高齢者の場合、トイレに行く回数を少なくするために水分を多く摂らないようにがまんして
　いるという声もよく聞きます。ところが、加齢に伴い、体内に水分を蓄える量が少なくな
　り、体内の水分量が減るため脱水は起こりやすく、こまめな水分補給が必要です。 

◇ 朝起きたとき、寝る前、入浴後は必ず水分補給をしましょう！ 
◇ 温かい飲み物を上手に取り入れましょう！身体の冷やしすぎは要注意！ 
◇ 甘い物を飲み過ぎない！糖分が多い飲み物は食欲不振、夏バテを招きますよ！ 
◇ 運動後のがぶ飲みはさけ、運動中20～30分毎に水分補給をしましょう！ 
◇ 汁物、果物、食後のお茶など、食事の時も水分補給を心がけましょう！ 

　毎月１回、２０年度・２１年度に生まれたお子さん
の同級生の集まりを開催しています☆ご存知の方
も多いと思いますが、参加される方はまだまだ少
人数で、こじんまりと行っているのが現状です…。 

★参加されているパパ・ママの声★ 
●行ってみたらいろんな人に会えていろんな
　話ができた。もっと来てくれたらいいね。 
●いろんなお母さんの経験が知りたくて来ま
　した。たくさん話せたし、よかった♪ 

　教室に参加すると、阿武町のパパママからいろ 
～んなことを教えていただけますよ～☆ 
　「遊ぶ場所がないなぁ。遊ぶ友達がほしいなぁ。」
と思っているママさん・パパさん！！　親子一緒に
お友達を増やすチャンスです☆ 
 

　今年度はスマイル＆トークで阿武町の元気を広
げていきます。そこで、スマイル＆トークの効果
について紹介します！ 
 
スマイル（笑顔）の効果 
●免疫力アップ　　●精神が安定 
●痛みの緩和　　　●場が和む 
●腹筋を動かして脂肪を燃焼 
 
トーク（声かけ）の効果 
●人と人のつながりができる（仲間ができる） 
●近所づきあいがスムーズになる 
●孤立する人を防ぐ 
 
　いつでも、どこでも、誰でも参加できるスマイ
ル（笑顔）とトーク（声かけ）をみんなで広げて
いきましょう！！ 
　今後はスマイル＆トークのコーナーを毎月設け
ていきます。お楽しみに～！！ 

元気発進！ 
　スマイル＆トーク 

夏の水分補給にご用心!!

“乳幼児教室”の参加者 
　　　募集しています 

みなさんのご参加 
お待ちしていま～す♪ 

冷たい物をゴクゴク飲むと胃に負担がかかります。200ml程度を何度か分けて 
ゆっくり、ちょこちょこ水分補給を心がけて、暑い夏を元気に乗り切りましょう!!

夏の 
水分補給の 
ポイント 

とくに… 

血液サラサラで 
脳梗塞予防！ 

斉藤千絵 保健師 

詳しくは、役場民生課環境保健係　☎2－3113まで 
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国民健康保険被保険者の方へ 

入院されたときは…？ 

医療費が高額になったときは…?

◎入院する場合（入院されている方も含む） 
　「限度額適用認定証」の交付を申請（更新）してください。（有効期限は毎年7月31日までです。） 
□申請（更新）に必要なもの 
　国民健康保険証、印鑑（※更新をされる方は、「限度額適用認定証」を持参） 
 
 

 
●70歳未満の方 
　限度額を超えた分があとから「高額療養費」として払い戻されます。 
○自己負担額が、１ヵ月の限度額を超えた場合。 
○同じ世帯内で同じ月内に21,000円以上の自己負担額を2回以上支払い、合算して限度額を超えた場
　合。 
◎申請方法　保険証、領収書、印鑑を民生課または、各支所へ持参 

「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関窓口へ提出すると 
負担が限度額までとなります。　　更新手続きは8月1日～31日までに 

150,000円（医療費が500,000円を超 
える場合は、その超えた分の1％を加算） 
80,100円（医療費が267,000円を超え 
る場合は、その超えた分の1％を加算） 

83,400円 
 

44,400円 
 

24,600円 
（※1）過去12ヵ月間に4回以上高額療養費の支給を受けるときは、4回目から限度額が下がります。 
（※2）上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる所得を合算した額が600万円を超える世帯になります。 
 

※但し、70歳以上75歳未満の人は、低所得者の人が該当します。 

区　　　分 1ヵ月の限度額 

35,400円 

4回目からの限度額（※１） 

住民税非課税世帯 

住 民 税 
課税世帯 

上位所得者 
（※2） 
一　　　般 

 
44,400円 

 
12,000円 

8,000円 

80,100円＋（実際にかかった医療費が 
267,000円を超えた場合は、超えた分 
の1％を加算）　　　※（44,400円） 

44,400円 
24,600円 
15,000円 

 ※現役並み所得者が、12ヵ月間に4回以上、入院及び世帯の限度額を超えて高額医療費の支給を受ける場合は、 
　4回目から限度額が44,400円に引き下げられます。 

自己負担割合 
外来の限度額 

（個人ごとに計算） 
入院及び世帯の限度額 
（世帯単位で計算） 

 
3割 
 
1割 

1割 

所得区分 

現役並み 
所得者

 
 

一　般  
低所得II 
低所得I

●70歳以上75歳未満の方 
　お医者さんにかかったときの負担割合や自己負担が高額になったときの限度額などが変わります。 
○国民健康保険高齢受給者証の交付　該当する方には、70歳の誕生月の月末頃に「国民健康保険高齢
　受給者証（以下，高齢受給者証）」を郵送いたします。 
○お医者さんにかかるとき　お医者さんにかかるときは、次のものを忘れずに医療機関の窓口に提出し
　てください。 
　・・国保の保険証　・・高齢受給者証 
○窓口で支払う費用（一部負担金）　70歳以上の人はすべて、かかった費用の１割を負担します。た
　だし、現役並み所得者は3割負担となります。 
※一部負担金は、所得に応じて異なります。詳しくは、お問合せください。 
●医療費が高額になったとき 
　医療費の負担が下表の限度額を超えたとき、申請により超えた分が払い戻されます。 
◎申請方法　保険証、領収書、印鑑を民生課または、各支所へ持参 
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長寿医療制度（後期高齢者医療制度） 
　後期高齢者医療の被保険者（75歳以上）※寝たきりなど一定の障害がある65歳以上75歳未満
の方と住民税非課税世帯の方は、入院時に「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関の
窓口に提示することで、食事代・居住費などが減額されます。 

　現在お持ちの「限度額適用・標準負担額減額認定証」の有効期限は平成21年7月31日までとなって
います。 
　今年度も認定が可能な方には7月中旬に広域連合から申請書を送付しますので、引き続き認定証が必
要な場合は必ず8月31日までに再申請を行ってください。 
　なお、現在「区分Ⅱ」の証をお持ちの方で、その認定期間内の過去12カ月の入院日数の合計が91日
以上の場合は、食事代が更に減額されます。申請の際は病院の領収書など、入院日数の分かる書類をご
持参ください。 
◆対 象 者　後期高齢者医療の被保険者で、平成21年度住民税非課税世帯の方 
◆申請場所　民生課介護福祉係又は各支所 
◆申請に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証、限度額適用・標準負担額減額認定証（更新の方のみ）・印鑑 

 
 
　国保や後期高齢者医療の被保険者で、平成20年
度住民税非課税世帯の方は、「限度額適用・標準負
担額減額認定証」の交付を受けることができます。
入院時にこの認定証を医療機関に提示することで、
食事代・居住費が減額される他、医療機関での窓口
負担も一定額までとなります。 
　認定証の交付を受けるには申請が必要となりま
す。申請は随時受け付けておりますので、認定証が
必要な方は手続きを行ってください。認定証は申請
を行った月の初日から有効となります。 
◆生活習慣を見直し、栄養・運動・休養をバランス

　よくとりましょう。 
◆定期的に検診を受けて健康管理に役立てましょう。 
　健康になれば医療費はかかりません。 
◆重複受診や転医をひかえましょう。同じ診察、検
　査などのくり返しは医療費のムダ使いになります。 
◆休日・時間外受診はなるべくさけましょう。（割
　増料金がかかります。） 
◆かかりつけ医を持とう。自分の病歴や体質などを
　把握しているかかりつけ医を持つことで、より治
　療効果が望めます。 
 
■現在、認定証の交付を受けている方は、7月31
　日までに手続きをしてください。 

詳しくは役場民生課国保係、または介護福祉係（☎2－3115） 

入院時の窓口負担限度額・食事代及び居住費 
入院時に認定証を医療機関の窓口に提示することにより、負担が下表のとおりになります。 

認定証 
あり 

区分Ⅱ※1
　  

入院日数90日以下 
入院日数91日以上 

老齢福祉年金受給者以外 
老齢福祉年金受給者 

44,400円 

24,600円 
 

15,000円 

自己負担限度額 
（1月） 

260円 
210円 
160円 
100円 
100円 

食事代 
（1食） 

460円※4
  

210円 
210円 
130円 
100円 

320円 
320円 
320円 
320円 
0円 

食事代（1食） 居住費（1日） 
療養病床入院の場合※3

　  

区分Ⅰ※2
　  

認定証なし（一般） 

※1　世帯全員が住民税非課税である世帯に属する方 
※2　世帯全員が住民税非課税であり、各種収入から必要経費・控除を差し引いた所得が0円となる世帯に属する方（収 
　　　入が年金のみの場合は、年金収入80万円以下の方 
※3　入院医療の必要性が高い方（人工呼吸器・中心静脈栄養などを要する方、脊椎損傷〈四肢麻痺が見られる状態〉の 
　　　方、難病の方など）、回復期リハビリテーション病棟に入院している方などは、負担が療養病床以外の病棟に入院 
　　　している場合の食事代と同額になります（居住費はかかりません）。 
※4　入院時生活療養（Ⅰ）を算定する医療機関に入院の場合は460円、入院時生活療養（Ⅱ）を算定する医療機関に入院 
　　　の場合は420円となります。 

医療費を大切にするポイント 

 
 
　交通事故など第三者の行為によってけがや病気に
なった場合でも、国保や後期高齢者医療で診療を受
けることはできます。この場合、医療費は国保が一
時的に立て替え、あとで加害者に請求します。加害
者から治療費を受けとったり、示談をすませると国

保が使えなくなることがあります。示談の前に必ず
ご相談ください。 
◆まずは警察に届けて、「事故証明書」をもらい
ましょう◆役場民生課窓口で「第三者の行為によ
る被害届」の手続きを 
※届け出に必要なもの…保険証、印鑑、事故証明書
　（後日でも可）　 

交通事故にあったときは？ 

75歳以上の 
被保険者の方へ 
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国民年金保険料を納めるのが困難なときは 

保険料の免除・猶予制度をご利用ください 

申請免除制度（保険料免除・一部納付） 
　全額免除・1/4納付・半額納付・3/4納付 
　　　　　　　　　　　　の4種類があります。 
●本人・配偶者・世帯主の所得が一定額以下の方
　が対象となります。 
●申請をして承認されると、保険料の納付が全額
　免除、または1/4納付などの一部となります。 
※一部納付は、一部保険料を納めないと、保険料
　未納期間となります。 

　国民年金には経済的な理由などで保険料の納付が困難な場合、保険料の納付が免除・猶予される制度
があります。免除や猶予を希望される方は申請をお願いします。（手続きは役場住民課まで） 

①障害基礎年金や遺族基礎年金の受給資格期間に算入されますので、万が一のときにも安心です。 
②老齢基礎年金の受給資格期間に算入されます。また、全額免除期間・一部納付期間は、老齢基礎年金
　の年金額に算入されます（免除の区分に応じて1/3から5/6が算入されます）。なお、若年者納付猶
　予期間は、年金額には算入されません。 
③将来、受け取る老齢基礎年金を増額するために、全額免除期間・一部納付期間・若年者納付猶予期間
　の保険料は、10年以内であればさかのぼって納めることができます。ただし、承認を受けた年度か
　ら翌々年度を過ぎると、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。 
 
 

　申請時に、翌年度以降も申請を行うことをあらかじめ希望（申請書の所定の欄に○印をつけてくださ
い）された場合は、翌年度からは申請が不要になります。ただし、全額免除または若年者納付猶予が承
認された場合に限ります（失業などにより承認された場合は除く）。 

　請求期限は平成23年3月31日まで延長されま
した。 
　先の大戦において、外地など（事変地の区域又
は戦地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務に従事
された旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従
軍看護婦の方（慰労給付金受給者は除く）に対し
て、その御苦労に報いるため内閣総理大臣名の書
状を贈呈しています。詳しくは下記のお問い合わ
せ先までご連絡ください。 
◆ご本人またはご家族などからのご連絡をお待ち
　しています。 
■お問い合わせ先 
　〒100-8926　東京都千代田区霞が関2-1-2 
　総務省大臣官房総務課管理室　業務担当 
　☎03－5253－5182 
　FAX.03－5253－5190

若年者納付猶予制度 
30歳未満の方に限りご利用できます。 
●本人・配偶者の所得が一定額以下の方が対象と
　なります。（世帯主の所得は審査の対象外です） 
●申請をして承認されると、保険料の納付が最長
　10年間猶予されます。 
※学生の方は学生納付特例制度をご利 
　用していただくことになります。 

年金のたより 

承認を受けた期間のメリット 

全額免除・若年者納付猶予は継続申請ができます 

お問い合わせ先　山口社会保険事務局萩事務所　☎（0838）24－2158　役場住民課☎2－0500

旧日本赤十字社救護看護婦及び 
旧陸海軍従軍看護婦の方へ 

内閣総理大臣名の書状を贈呈します 　皆さんのご家族や身近な方の中で、家出などに
より行方が分からなくなっている方はおられませ
んか。 
　警察では、これらの方を捜すとともに、現在発
見している身元が分からない死者の身元を確認す
るため、「行方不明者を捜す相談所」を開設しま
す。行方が分からなくなっている方の安否を気遣
っておられる方は、どうぞ遠慮なく相談所をご利
用ください。 
　なお、この相談に関する費用は一切不要で、相
談内容などの秘密は厳守します。 
◆相談所開設期間　8月7日（金）～9日（日）まで
　の3日間　午前9時～午後4時までの間 
◆相談所開設場所　山口市小郡下郷3560－2 
　山口県総合交通センター１階 
■お問い合わせ先　警察本部鑑識課 
　☎083－933－0110　内線4641

気になりませんか。家族の安否 
～行方不明者を捜す相談所を開設～ 
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町政出前講座のご案内町政出前講座のご案内

あぶ町政出前講座メニュー一覧 

　行政全般にわたるメニューの中から、聞いてみたい講座をリクエストし、指定の日時（町の
休日を除く）・場所に担当の職員が出向いて情報を提供する制度です。身近な場所でホットな
行政情報をお届けし、町民主役の町づくりをすすめていこうとするものです。       

【対　　象】町内に在住・在勤・在学する概ね１０人以上で構成される団体、グループなど 
【開催時間】月曜から金曜日（祝祭日除く）午前９時から午後９時まで、意見交換を含め概ね１時間半 
【会場手配・運営】申込者の方でご用意ください。 
【講 師 料】無料（講座によって資料代実費の場合あり） 
【申し込み方法】講座開催予定の２週間前までに受講申込書を役場総務課、各支所に提出してください。 

所　属 係　名 メ　ニ　ュ　ー 内　　　　　　容 
総　務　課 

 
 
 
 
 

議会事務局 
 

住　民　課 
 

民　生　課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経　済　課 
 
 
 
 
 
 

施　設　課 
 
 
 

教育委員会 
 

企画広報係 
行　政　係 

 
 

行　政　係 
財　政　係 

 
 

税　務　係 
 

介護福祉係 
 
 

国　保　係 
環境保健係 

 
 
 
 
 
 

農　林　係 
 

商工水産係 
 
 
 

施設整備係 
管　理　係 

 
 

社会教育係 

地域づくりのすすめ 
～元気な地域はみんなでつく 
る～ 
 
ＡＥＤの使い方 
阿武町の台所事情 
選挙制度と住民自治 
議会のしくみ 
みなさんの税金 
 
高齢者のための介護保険と福 
祉サービス 
阿武町の子育て支援 
国保で安心助け合い 
元気出前講座 
運動出前講座 
 
ごみの出し方・リサイクル 
 
地球温暖化防止対策 
 
農業・林業・畜産業について 
 
消費者トラブルの対処方法 
 
 
グリーンツーリズムの取組み 
水道のしくみ 
 
下水のしくみ 
 
阿武町の歴史や文化財 
 
 
 
生涯学習おためし体験ちょこ 
っと講座 
町民センターはこんなとこ 

これからのコミュニティづくりは、 
みんなの参加が肝心、地域づくりの 
考え方や取り組みについて解説（自 
治会制度を含みます） 
救命救急講習 
町の財政状況について 
現在の選挙制度～住民自治制度 
議会のしくみをわかりやすく 
身近な税金のお話（各種手続き説明 
を含みます） 
介護保険や高齢者生活支援サービス 
の紹介と利用方法 
子育て支援対策について 
国保制度の概要 
健康に関する話題ならなんでも 
ウォーキング、ストレッチ、お腹引き締 
め体操などは専門講師を派遣 
みんなで考えよう地球環境にやさし 
い「ごみの出し方・リサイクル」 
地球温暖化について、ECOな生活に 
ついて一緒に考える 
ケースバイケースで政策の概要、各 
種事業の取り組みについて説明 
消費者トラブルの実例の紹介と対処 
方法について解説（寸劇や替え歌を 
交えた受講者参加型） 
農漁家民泊の取り組みなど 
水道事業のしくみや接続工事等（現 
地見学を含みます） 
集落排水事業のしくみ（現地見学を 
含みます） 
宇生賀の七不思議や奈古が徳山藩の 
わけなど、阿武町の歴史のおもしろ 
ネタを紹介。また福賀の火山群など 
新しい話題もわかりやすく解説 
芸術・ニュースポーツの紹介と体験 
（スポレク講座とは違います） 
町民センター文化ホールの舞台裏見 
学や今後の催し物案内など 

詳しいことは役場総務課企画広報係（☎2－3111）まで　 
 
 

出前
講座
とは
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元気！阿武町！５００１プラン　明日につなぐ活力ある産業づくり

　山口県では、森林の持つ多面的な機能を持続的に発揮
させ、健全な森林を次の世代に引き継ぐため、平成17
年4月から「やまぐち森林づくり県民税」を活用した新
たな“森林づくり”を進めています。森林の手入れをし
ようにも、どうしても行き届かずお困りの方はぜひご相
談ください。 
●公益森林整備事業－長期間放置された荒廃森林の強度
間伐により、針葉樹・広葉樹の入り交じった混交林へ転
換し、森林のもつ多面的機能を発揮させる事業 
　・・対象森林：水土保全林で①私有林の普通林 
　②36年生以上のスギ・ヒノキ人工林 
　③ダム上流域及び河川の源流域 
　④将来的に伐採収入が期待できない人工林 
　⑤20年以上放置されるなど機能低下している森林 
　・・事業内容：強度間伐（40％以上）、表土流出防止施
　　設の設置 
●竹繁茂防止緊急対策事業－繁茂した放置竹林を緊急的
に伐採・管理し、森林のもつ多面的機能を発揮させる事業 
　・・対象森林：水土保全林の竹林（隣接含む）で 
　①私有林　②ダム・身近な生活の場などの周辺 
　③竹の侵入率30％以上の森林 
　・・事業内容：繁茂竹林、再生竹の伐採など 
阿武町内の作業実績 
　平成17年度　5.78ha　平成18年度　 5.20ha 
　平成19年度　7.25ha　平成20年度　10.17ha 
●詳しくは阿武萩森林組合阿武支所（☎2－2016） 
　または、役場経済課（☎2－3114） 

森林の手入れにお困りの方は 
ご相談ください！ 

「新たな“森林づくり”」・やまぐち森林づくり 
県民税関連事業 

　土づくりのための堆肥の販売・運搬・
散布と秋のコンバイン刈り取り作業委託
を請け負います。ご希望の方は、阿武町
農業公社までお申込みください。 
1．作業内容 
　①堆肥の販売・運搬・散布・耕転 
　②コンバイン刈り取り・籾運搬作業 
2．料金 
　①堆肥代（運搬含む）3,000円／１ t 
　②刈り取り（運搬含む）17,900円／
　　10a 
3．申し込み先 
　各農家（個人）ごとに、申込書に必要
　事項を記入のうえ提出してください。 
　①ＪＡあぶらんど萩各支所及び出張所 
　②役場経済課、及び各支所 
　③㈲ドリームファーム阿武（ＤＦＡ） 
　　　のいずれかに提出してください。 
4．提出期限　8月20日（木） 
　作業などの日程の調整がありますので
　期日までにお申し込みください。 
5．問い合わせ先 
　阿武町農業公社（役場経済課内） 
　☎2－3114

～安全安心のために～ 
堆肥の販売・運搬・散布 
コンバイン刈り取り作業 

請け負います 
阿武町農業公社 

                     　
ア
フ
リ
カ
の
種
々
の
民
族
が
生
活
の
中
の
儀
礼
で
用
い
る
、
数
々

の
仮
面
を
現
地
で
収
集
し
、
実
際
に
使
っ
て
い
た
仮
面
を
町
民
セ
ン

タ
ー
で
展
示
し
ま
す
。
 

 ■
日
　
時
　
７
月
１８
日（
土
）〜
２４
日（
金
） 

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
ま
で
 

　
　
　
　
　
※
土
・
日
曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
 

■
場
　
所
　
阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

■
入
場
料
　
無
料
　
 

■
お
問
い
合
せ
先
 

　
阿
武
町
教
育
委
員
会
 

　
☎
２
―
０
５
０
１
 

 

ア
フ
リ
カ
の
仮
面
展

ア
フ
リ
カ
の
仮
面
展

町
民
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 



女
と
男
の
一
行
詩 

お
ー
い
お
ー
い
と
　
一
人
で
出
来
る
こ
と
で
も
　
人
を
よ
ぶ 

ひ
と 

ひ
と 
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年に１度は萩・石見空港を
利用して東京・大阪に行こう!!

めざせ！

東京２便化実
現

　
萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
推
進
協
議
会
で
は
「
年
に
1
度
は
萩

・
石
見
空
港
を
利
用
し
て
東
京
・
大
阪
へ
行
こ
う
!!
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
東
京
路
線
2
便
化
復
活
実
現
の
取
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
 

　
羽
田
空
港
で
は
2
0
1
0
年
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
4
本
目

の
滑
走
路
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
滑
走
路
の
供
用
開
始
に

伴
っ
て
羽
田
空
港
の
発
着
枠
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
東
京
路
線
複
便
化
の
最
大
で
最
後
の
機
会
と
考
え
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
は
現
在
の
利
用
率
を
少
し
で
も
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
利
用
目
標
と
し
て
、
平
成
21
年
4
月
か

ら
平
成
22
年
3
月
ま
で
の
東
京
便
6
万
9
0
0
0
人
、
大
阪
便
3

万
2
5
0
0
人
の
目
標
を
掲
げ
、
利
用
促
進
へ
の
取
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
 

満65歳以上の方なら 

「シニア空割」 
　搭乗便当日の空席利用で 
　（萩・石見←→羽田、萩・石見←→伊丹） 

　　　片道１区間 　10,000円 
　　　8／7～17までは　15,000円 

○ＡＮＡマイレージクラブ会員又はＡＮＡカード
会員への申込みが必要です。 
○予約はできません。搭乗日当日空席がある場合
のみご利用いただけます。 
○羽田空港発着便には旅客施設使用料（100円）
が必要です。 
○航空券の購入及び搭載手続きの際、65歳以上
であることを証明する書類等が必要です。 

12歳以上22歳未満の方なら 

「スカイメイト割引」 

　搭乗便当日の空席利用で 
　（萩・石見←→羽田、萩・石見←→伊丹） 

　　　片道１区間 　10,000円 
　　　8／7～17までは　15,000円 

○ＡＮＡマイレージクラブ会員又はＡＮＡカード
会員への申込みが必要です。 
○予約はできません。搭乗日当日空席がある場合
のみご利用いただけます。 
○羽田空港発着便には旅客施設使用料（100円）
が必要です。 
○初回ご利用時にＡＮＡカウンターにて生年月日を
証明する公的書類や学生証の提示が必要です。  

空 港 情 報空 港 情 報
７月１日～８月３１日の時刻表 

萩・石見
HAGI･IWAMI

萩・石見
HAGI･IWAMI

東京
TOKYO

萩・石見
HAGI･IWAMI

萩・石見
HAGI･IWAMI

大阪
OOSAKA

９：２５ 

１７：３０ 

１０：５５ 

２０：１０ 

７：２０ 

１４：００ 

８：５０ 

１７：００ 

１７：３０ １８：３０ １５：５５ １７：００ 

 

 

大
阪 

18：30 
19：00

大
阪 

15：05 
15：55
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休日当番医

お し ら せ 

８月９日（日） 

８月１６日（日） 

７月２６日（日） 

８月２日（日） 

７月１９日（日） 

７月２０日（月） 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

あ
な
た
に
も
ら
う
元
気
　
わ
た
し
が
あ
げ
る
元
気 

ひ
と 

ひ
と 

制
度
・
貸
付

夏
の
催
し

山
口
福
祉
文
化
大
学
 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
 

試
　
験

刑
務
官
採
用
試
験
の
 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
 

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
 

保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
 

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ
 

     

　
学
部
学
科
説
明
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
、
体
験
授
業
、
個
別
進
路
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。 

▼
日
時
　
７
月
１８
日（
土
）、
８
月
２９

　
日（
土
）
午
前
１１
時
〜
午
後
２
時

　
（
受
付
は
午
前
１０
時
３０
分
〜
） 

▼
内
容
　
体
験
授
業
は
、
福
祉
環
境

デ
ザ
イ
ン
領
域
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ

領
域
、
福
祉
心
理
領
域
、
子
ど
も

生
活
学
領
域
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
化
領

域
で
実
施
し
ま
す
。 

　
寮
宿
泊
体
験
（
無
料
）
前
日
よ
り

大
学
内
に
あ
る
第
１
学
生
寮
に
宿
泊

し
１
日
大
学
生
を
体
験
し
よ
う
！ 

▼
お
問
い
合
せ
先
　
山
口
福
祉
文
化

　
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
係 

　
☎
０
８
３
８
―
２４
―
４
０
０
０ 

　http://www.hagi.ac.jp/

     

　
刑
務
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
試
験
日 

第
１
次
試
験
　
９
月
２０
日
（
日
） 

第
２
次
試
験
　
１０
月
１６
日
（
金
） 

　
　
　
　
　
　
１０
月
１７
日
（
土
） 

▼
受
験
資
格
　
○
刑
務
Ａ
　
昭
和
５５

年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
子
　
○
刑
務
Ｂ
　

昭
和
５５
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
子 

▼
試
験
地 

　
○
第
１
次
試
験
　
刑
務
Ａ
・
刑
務

　
Ｂ
と
も
に
、
山
口
県
内
は
山
口
市 

　
○
第
２
次
試
験
　
１
次
試
験
を
受

　
験
し
た
同
じ
試
験
地 

▼
願
書
受
付
期
間 

　
７
月
２１
日（
火
）〜
８
月
４
日（
火
） 

▼
紹
介
及
び
願
書
請
求
先 

　
萩
拘
置
支
所 

　
☎
０
８
３
８
―
２５
―
９
１
４
７ 
    

　
海
上
保
安
学
校
学
生
・
大
学
校
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

①
海
上
保
安
学
校
学
生
　
昭
和
６１
年

　
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者 

②
海
上
保
安
大
学
校
学
生
　
平
成
元

　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者 

▼
受
付
期
間
　
①
７
月
２１
日（
火
）〜

　
８
月
４
日（
火
）②
８
月
２７
日（
木
）

　
〜
９
月
８
日（
火
） 

▼
第
１
次
試
験
　
①
９
月
２７
日（
日
） 

　
②
１０
月
３１
日（
土
）・
１１
月
１
日（
日
） 

▼
第
２
次
試
験 

　
①
１０
月
１９
日（
月
）〜
２５
日（
日
） 

　
②
１２
月
１８
日（
金
） 

▼
第
３
次
試
験
（
航
空
過
程
）  

　
①
１２
月
１２
日（
土
）〜
１７
日（
木
） 

▼
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
人
事
院
中
国
事
務
局 

　
☎
０
８
２
―
２
２
８
―
１
１
８
３

　http://www.jinji.go.jp/saiyo/ 

　saiyo.htm
  

     

県
・
市
町
離
職
者
緊
急
対
策
資
金 

　
会
社
の
倒
産
や
事
業
の
不
振
な
ど 

に
よ
り
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

方
の
生
活
資
金
な
ど
を
貸
し
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
貸
付
対
象
者 

①
県
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方 

②
離
職
時
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤

務
し
て
い
た
方 

③
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労
者 

④
借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
て
お

り
、
か
つ
、
公
共
職
業
安
定
所
に

お
い
て
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る

方
（
注
）確
認
書
類
と
し
て
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
等
の
証
明
書

が
必
要
で
す 

▼
貸
金
使
途
　
大
学
教
育
資
金
、
住

宅
資
金
償
還
金
、
冠
婚
葬
祭
・
療

養
資
金
、
災
害
資
金
、
一
般
生
活

資
金 

▼
貸
付
限
度
額
　
７０
〜
１
５
０
万
円 

▼
償
還
期
間
　
３
〜
６
年
以
内 

▼
貸
付
利
率
　
年
１
・
０
％ 

▼
保
証
人
等
　
連
帯
保
証
人
１
人 

（
社
）
日
本
労
働
者
信
用
協
会
の

債
務
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。 

▼
申
し
込
み
先
　
中
国
労
働
金
庫 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
経
済
課
　
☎
２
―
３
１
１
４

　
県
労
働
政
務
課 

　
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
３
２
１
０ 

　
県
内
の
中
国
労
働
金
庫
各
支
店 

  
離
職
さ
れ
た
方
の
 

　
生
活
安
定
の
た
め
に
 

み
ど
り
保
育
園
夏
祭
り

で
親
子
お
ど
り
の
様
子
 

まちの笑顔 
(^o^)



阿武町夏季軟式野球大会　8:00【町民グラウンド】 
消防団夏季訓練　9:00【阿武中グラウンド】 
子ども会坐禅教室　10:00【大覚寺】 
食の連携会議　14:00【役場小会議室】 
おやじソフトボール大会　19:00【町民グラウンド】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
ひよこクラブ【みどり保育園】 
福賀高齢者教室　14:00【のうそんセンター】 
宇田郷寿齢大学　9:30【ふれあいセンター】 
やまびこの会 9:30【林業センター】 
福賀地区団体親睦グラウンドゴルフ大会　19:30【学校グラウンド】 
宇田ふれあい体育館清掃活動　8:00【宇田ふれあい体育館】 
農山漁村子ども交流プロジェクトinあぶ（～8月1日） 
ボランティア連絡協議会研修　10:00【町民センター】 
第66回山口国体阿武町大会実行委員会　14:00【第一会議室】 
宇田郷地区四季グラウンドゴルフ大会　19:30【宇田ふれあいグラウンド】 
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】 
阿武町小中ＰＴＡ連絡協議会研修会　10:00【町民センター】 
メンズキッチン８月講座～世代交流体験教室～　9:00【町民センター】 
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】 
デイケア『青空会』9:30【町民センター】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
子どもの部盆踊り教室　10:00【町民センター】 
奈古地区自治会親睦ソフトボール大会組合せ抽選会　19:30【町民センター】 
一般成人の部盆踊り教室　20:00【町民センター】 
宇田郷地区ふれあい球技大会抽選会【ふれあいセンター】 
健康相談（福賀）9:00【のうそんセンター】 
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
福賀ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】 
宇田地区盆踊り教室　19:30【宇田郷漁村センター】 
奈古地区自治会親睦ソフトボール大会　7:30【町民グラウンド他】 
宇田郷盆踊り大会　20:00【山口県漁協宇田郷支店漁協広場 
宇田郷地区ふれあい球技大会　8:00【宇田ふれあいグラウンド・体育館】 
奈古地区納涼盆踊り大会　20:00【温水プール前芝生広場】 
太極拳教室　14:00【町民センター】 
宇田郷地区大運動会打ち合わせ　19:30【ふれあいセンター】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
こどもわくわく体験交流会　10:00【福の里加工所外】 
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阿武町の人口と世帯数 （６月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,511（ 1 ） 

　753（－ 2） 

　712（ 0 ） 

3,976（－ 1） 

 

世帯数 

　969（ 3 ） 

　323（ 2 ） 

　317（－ 1） 

1,609（ 4 ） 

 

町の異動 

転入　14 

転出　10 

出生　 1 

死亡　 5

６月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

103 
（96） 
6 
（4） 

18 
（25） 
3 
（2） 

0 
（0） 
0 
（0） 

2 
（2） 

17 
（21） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

た
っ
た
一
つ
の
言
葉
で
深
ま
る
溝
・
埋
ま
る
溝
 

ひ
と 

ひ
と 

●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所 
　　　　　　　　☎0838－22－0714

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
７／１９～８／１９ 

7
月
 

日  
火 
水  
 
木 
 
 
金 
 
日 
月 
 
木 
 
金 
日 
月  
火 
 
 
水 
 
 
 
 
木 
 
 
金 
 
土 
 
火 
 
水 

19  
21 
22  
 
23 
 
 
24 
 
26 
27 
 
30 
 
31 
2 
3  
4 
 
 
5 
 
 
 
 
6 
 
 
14 
 
15 
 
18 
 
19

8
月
 

町内の求人情報  ７月１３日現在 

求人数 
１人 
 

年齢 
不問 
 

賃　　金 
170,000～190,000円 

 

業　種 
工場内作業員 

 （すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

会社名 
㈱リング 

7月分 

　阿武町生活改善実行グループ連絡協議
会では、“地産地消で育てよう！元気の
素”をテーマに「こどもわくわく体験交
流会」を開催します。町内の小学生と保
護者の参加を募集しています。 
 
■日　　時　8月19日（水） 
　　　　　　午前10時～午後2時 
■場　　所　（農）福の里直売所周辺、 
　　　　　　阿武町農村開発センター 
■内　　容　野菜の収穫体験、調理実習
　　　　　　ほか 
■対　　象　町内の小学生と保護者 
■募集人員　20人程度 
■参 加 料　500円／人 
■応募方法　8月10日（月）までに役場経
　　　　　　済課へご連絡ください。 
　　　　　　☎2―3114

こどもわくわく体
験交流会 

参加者募集!!
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ジ
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ン
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し
け
り
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来
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螢
飛
ぶ
志
士
生
誕
の
屋
敷
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五
月
晴
輝
く
黄
金
の
昭
葉
樹 

カ
ー
テ
ン
の
ゆ
れ
て
薄
暑
や
風
の
色 

彩
さ
え
て
人
の
目
を
引
く
菖
蒲
園 

鮎
禁
漁
と
け
て
川
瀬
の
昏
な
ず
む 

夏
め
く
や
宅
配
の
声
つ
つ
ぬ
け
る 

更
衣
し
て
少
女
の
如
く
農
の
嫁 

木
洩
れ
日
や
少
し
分
け
い
り
清
水
汲
む 

青
春
を
巻
き
戻
し
た
き
鉄
線
花 

藤
咲
い
て
短
冊
ゆ
れ
る
無
人
駅 

潮
騒
の
道
の
駅
へ
と
夏
帽
子 

野
苺
や
は
る
か
に
聞
ゆ
花
い
ち
も
ん
め 

ほ
た
る
袋
の
中
に
お
伽
の
国
あ
り
し 

捨
て
臼
に
梅
雨
の
雲
お
く
日
中
か
な 

二
杯
目
の
う
す
き
コ
ー
ヒ
ー
梅
雨
の
午
後 

万
緑
の
私
に
帰
る
故
郷
あ
り 

記
さ
ね
ば
皆
流
れ
行
く
梅
雨
の
川 

六
月
の
月
う
る
ま
せ
て
夜
を
ひ
と
り 

青
梅
雨
や
墨
た
っ
ぷ
り
と
筆
お
ろ
す 

梅
雨
に
入
る
岬
も
鳥
も
雲
の
中 

兄
追
ふ
て
泣
き
し
日
の
あ
り
螢
狩 

植
え
終
へ
し
棚
田
に
伸
ば
す
老
の
腰 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

金
子
　
幸
江（
　
市
　
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
宇
田
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
宇
田
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
大
　
里
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
）

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

金
崎
　
藤
子（
宇
田
浦
） 

◆お問い合わせ
あぶフォト倶楽部
事務局　役場総務
課企画広報係
☎２―3111

 

あぶフォト倶楽部
作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

６月の優秀作品

ごっそーごっそー

旬旬のの

トビウオ（アゴ）

飛行距離は
なんと200m!!

山口県漁協
奈古支店
松浦通孝さん

　トビウオの旬は、６月～８月で、山陰や瀬戸内

海・九州にかけてはトビウオをアゴと呼びます。

　アゴには角アゴと丸アゴがあって大きい物は

35㎝になり、漁法としては主に定置網やアゴ網、

または集魚灯に集まってくるアゴを玉網ですくい

取る方法などで漁獲します。

　トビウオが海上を飛ぶのは敵から逃れるなど諸

説があり、海面から高さ数ｍを飛行距離200ｍ、

滞空時間は最大20秒飛ぶといわれています。

　料理方法はなんといっても新鮮なアゴの刺身が

最高です。また、脂肪分が少ないので、揚げもの

にもむきます。包丁で良く叩いてから鉢ですり、

味付けをし中温で揚げると、とても弾力があり大

変おいしくいただけます。すり身にして味噌汁に

入れても美味しいですよ。

　種類が豊富で鮮度抜群の、道の駅物産直売所へ

ぜひご来店ください。

◆お問い合わせ

　道の駅阿武町物産直売所　☎08388－2－2828

タイトル「木与の棚田」　柴崎晋二郎（防府市）
●コメント：田植え時期の棚田と、その向こう
に広がる海に写る夕日がきれいに光っていまし
た。作業をされているトラクターも良いアクセ
ントになっていた。

タイトル「悠久」　
　　　西村真理（市）
●コメント：残照の
中、帰港を急ぐ船、
空と海の狭間で営む
生、普遍の中で悠久
に！

は
く
し
よ 

ま
ぶ 

い
ち
ご 

と
ぎ 
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